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序     文 
 

エジプト・アラブ共和国の首都大カイロ圏に飲料水を供給する大カイロ上水道庁（GOGCWS）

は、約1,600万人の住民に対する給水を担うと同時に、３％以上という高い人口増加率に対応する

ため、早急な給水能力の拡大を迫られている。同庁はこれまで、主に外国の援助で上水道インフ

ラの整備を進めてきたが、慢性的な資金難と浄水施設の整備の整備不足など、諸問題は深刻で、

経営の効率化やそのための職員研修コースの開発、教材の作成などが急務になっていた。 

このため、エジプト・アラブ共和国政府は、GOGCWS職員研修コースの拡大、特に実習面の充

実を図る必要があるとして、我が国にプロジェクト方式技術協力を要請してきた。これを受け

て国際協力事業団は、1995年12月以降、事前、長期両調査を重ねたうえで、1997年４月、実施協

議調査団が討議議事録（Ｒ／Ｄ）の署名を取り交わし、同年６月１日から５年間にわたる「エジプ

ト水道技術訓練向上計画」の技術協力を開始した。 

今般はプロジェクト協力期間終了が約４か月後に迫ったため、2002年１月28日から２月15日ま

で、国立公衆衛生院水道工学部長 国包 章一氏を団長とする終了時評価調査団を現地に派遣し、

エジプト・アラブ共和国と合同で、プロジェクトの活動実績を把握するとともに、評価５項目に

基づく評価を行った。この結果、プロジェクトは開始後のサイト変更などで前半の活動・投入が

遅れたものの、後半の進捗状況は顕著で、目標とした成果もほぼ達成される見込みであり、エジ

プト・アラブ共和国は訓練コースの企画運営を自立して行えるレベルに達して、本プロジェクト

は成功であったと評価された。 

本報告書は、同調査団の調査・評価結果を取りまとめたもので、今後の我が国の国際協力活動

に広く活用されることを願うものである。 

ここに、評価調査にご協力頂いた外務省、厚生労働省、国立公衆衛生院、大阪市、在エジプト

日本大使館など、内外関係各機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き当事業団の国際

協力活動にご支援をお願いする次第である。 

 

平成14年３月 

 

国際協力事業団 
理事 泉 堅二郎 











評価調査結果要約表 
 

Ⅰ．案件の概要 

国名：エジプト・アラブ共和国 案件名：水道技術訓練向上計画 

分野：上水道 援助形態：プロジェクト方式技術協力 

協力金額（評価時点）：４億232万6,000円 所轄部署：社会開発協力部 
社会開発協力第二課 

先方関係機関：大カイロ上水道庁 

協力期間（Ｒ／Ｄ）：1997年6月1日～2002年5月31日 日本側協力機関：厚生労働省 

１. 協力の背景と概要 
大カイロ圏の給水能力の拡大と、それを担う大カイロ上水道庁（General Organization for Greater 

Cairo Water Supply：GOGCWS）の経営改善はエジプト国家開発計画において極めて優先度の高いもの
であり、そのためにGOGCWSは、職員の研修を強化し、業務の改善を図ることを重要目標としている。
しかしながら、これまでの研修は座学中心であり、実習の重要性は認識されつつも機材や人材の不足
から独自では実施困難となっていた。このため、GOGCWSは我が国に職員研修コースの拡大・充実の
ためのプロジェクト方式技術協力を要請してきた。これを受けて国際協力事業団は、事前調査（1995年 
12月）、長期調査（1996年１月）を経て、1997年３～４月に実施協議調査団を派遣し、同年４月７日、
討議議事録（Ｒ／Ｄ）の署名を交換し、同年６月より５年間にわたる技術協力を開始した。 
 
２. 協力内容 
(1) 上位目標 
大カイロ圏の住民に安全で十分な飲料水が安定的に供給される。 
 

(2) プロジェクト目標 
GOGCWSの職員のパフォーマンスが技術訓練を通じて改善される。 

 
(3) 成 果 
 1) GOGCWSの、技術訓練に対するニーズ調査により、訓練のニーズが特定される。 
 2) ニーズ調査に基づき、水道計画、浄水・水質、給配水管路管理、電気設備維持管理、機械設
備維持管理の５分野において、訓練コースのプログラムが開発される。 

 3) 設備・機器・教材類が設置され、エジプト側が実際に実習で運用し活用できるようになる。 
 

(4) 投入（評価時点） 
日本側： 

長期専門家派遣 延べ12名    機材供与 ２億527万1,000円 

短期専門家派遣 延べ21名    現地業務費 1,265万500円 

研修員受入れ 延べ14名 

相手国側： 

カウンターパート（Ｃ／Ｐ）配置 延べ16名    運営経費 約800万円 

訓練センタースタッフ 延べ21名    施設増改築工事 約3,100万円 

Ⅱ．評価調査団の概要 

調査者 (担当分野：氏名 所属) 
総括・水道計画：国包 章一 国立公衆衛生院 水道工学部長 
水道技術   ：宮内 潔  大阪市水道局工務部 技術主幹 
評価計画   ：小森 明子 JICA社会開発協力部 社会開発協力第二課 
評価分析   ：監物 順之 中央開発株式会社海外事業部 取締役事業部長 

調査期間 2002年２月３日～２月15日 
（コンサルタント団員は１月28日～２月15日） 評価種類：終了時評価 



 
Ⅲ．評価結果の概要 

１. 評価結果の要約 
(1) 妥当性 （５段階評価：５） 
本プロジェクトの上位目標、プロジェクト目標はエジプトの開発政策に沿ったものである。

また、本プロジェクトは国際機関あるいは他ドナーによる援助とは全く競合せず、むしろ相乗
効果が期待できる。さらに、本プロジェクトは我が国の過去のエジプト上水道セクター向け無
償資金協力及び有償資金協力により建設された施設が有効に活用されるためにも極めて有効で
ある。したがって、本プロジェクトの妥当性は極めて高い。 
 

(2) 有効性 （５段階評価：４） 
本プロジェクトの有効性は極めて高いと予測されるが、プロジェクト目標の達成度を判定す

るための指標データを得ることは現時点では困難であり、正確な判断は時期尚早である。しか
しながら、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）上に記載されたプロジェクト目標
の指標はおおむね達成されており、研修終了者には、明らかな意識・態度の変化が見られるな
ど、GOGCWS職員の技術力向上に役立っていると実感され、本プロジェクトの有効性は高い。 
 

(3) 効率性 （５段階評価：３） 
本プロジェクトにおいては前半にサイト問題が発生したことから、コース開発などの活動、

これに関連する専門家・機材の投入が後半に集中して、プロジェクト期間中の業務進行のバラ
ンスを欠き、効率性が十分であったとはいえない面もある。しかし、日本側投入(長期専門家、
短期専門家、機材供与、Ｃ／Ｐ日本研修)、エジプト側投入(Ｃ／Ｐ配備、研修場建家及び研修ヤ
ードの増改築)の規模はおおむね妥当であって、いずれも有効に活用され、プロジェクト期間満
了までには予定された成果のすべてが達成される見込みである。 
 

(4) インパクト （５段階評価：４） 
本プロジェクトはエジプト側の水道技術訓練に対する発想を変えるインパクトをもたらし、

GOGCWSでは本プロジェクトを核として従来からある訓練コースを含めた技術訓練体系とそ
の内容の全面的見直しを2001年度から開始している。また、訓練部門の組織変更の検討も開始
した。なお、マイナスのインパクトは特に認められない。 
 

(5) 自立発展性（５段階評価：４） 
GOGCWSでは、本プロジェクトを核に技術訓練体系とその内容、訓練部の組織変更を検討中

である。また、Ｃ／Ｐに対する技術移転は順調であり、かつ定着度も高く、協力期間終了後も人
的面で本研修センターを維持・運営し、かつ訓練コースを更に充実させていく力が備わってき
ている。物的面においては、一部試薬やガラス器具などの調達に問題があるものの、基本的に
は必要な予算が配分されればエジプト国内で調達可能なものが多く、おおむねコースの維持・
運営は可能である。資金面では2003年度以降の予算配分は未定であるが、過去の推移及び本訓
練センターがGOGCWS内に占める地位が高まりつつあることから、十分な予算が配分されると
思われる。 
したがって、人的、物的及び資金的面で本プロジェクトの自立発展性は高いものがある。 

２. 効果発現に貢献した要因 
(1) 計画内容に関すること 
共同でニーズ調査を実施した結果、予定されたプロジェクトサイトが不適当と判明し、新た

なサイトの選定、建物の増改築に多大な時間と労力を費やした。これは、プロジェクトの進捗
促進にはマイナスに働いたが、その過程において相互理解が促進され、後半の進捗に貢献した。 



  
(2) 実施プロセスに関すること 
 1) 巡回指導調査(この時点では建物が工事中で、まだ訓練が始まっていない状況にあった)に
おいて、実情にあわせてＲ／Ｄ、協議議事録（Ｍ／Ｍ）の改訂を実施し、さらに第２次運営
指導調査においてPDMの改訂を実施した。 

 2) 健康上の理由で途中交代した１名を除き、当初からのＣ／Ｐは全員が現在もそのまま勤務
しており、技術移転が生きているうえに、日本人専門家との間で共に苦労したことによる仲
間意識が成立した。 

３. 問題点及び問題を惹起した要因 
(1) 計画内容に関すること 
開始時点では、カリキュラムも機材も施設も不確定であり、訓練環境の整備に時間を要し、

実際に訓練が始まるまで多大な時間と労力を要した。 
 

(2) 実施プロセスに関すること 
前半は準備段階に終始し、PDM上の投入・成果が後半に集中した。プロジェクト目標（職員

パフォーマンスの改善）達成の度合いが数字となって目に見える形で現れてくるには、訓練開
始後にある程度の期間が必要であるため、プロジェクト終了段階での判定が困難になっている。 

４. 結 論 
前半において、投入、活動の遅れがあり、成果面での進捗は大幅な遅れをみせたが、後半の進

捗は顕著であり、一時懸念された成果も終了時点ではほとんど達成される見込みである。プロジ
ェクト目標が数値で実証されるためには時間を要し、外部条件の推移も見極める必要があるもの
の、妥当性、有効性、インパクト、自立発展性の評価は高く、結論として本プロジェクトは成功
であった。 

５. 提 言 
(1) プロジェクト終了に向けての課題 
今後プロジェクト終了までの間にその成果を整理するとともに、次の事項についての対応も

検討しておくべきである。 
 1) 訓練コース全体に占める実習コース比率の向上 
 2) 機材の調達、維持・管理体制の確立 
 a) エジプト国内調達の困難な消耗品、部品等(水質関連の試薬、ガラス器具等)の補充体制
の確立 

 b) 原子吸光光度計等高度な技術を要する機材に関し、現地代理店との維持管理契約の締結 
 
(2) 協力延長とフォローアップについて 
本プロジェクトは、設定されたPDM指標値をプロジェクト期間内におおむね達成し、エジプ

ト側で訓練コースの企画運営を自立して行い得るレベルに達したと認められる。したがって、
本プロジェクトの延長の必要はないと思われる。協力期間終了後も技術訓練分野において
GOGCWSと日本側の良好な関係が保たれるべきである。 
 

(3) 今後の訓練活動に対する期待 
本プロジェクトの訓練センターは、アラブ世界を中心とした第三国研修機関となり得る可能

性があり、将来的にはその機能を果たすことが期待される。 
 

(4) 今後の長期的な課題。 
GOGCWSのパフォーマンスの改善は、技術訓練の実施だけで達成されるものではない。訓練

生が訓練の成果を職場にもち帰り、日常業務に実際に生かすことが必要である。そのためには
訓練生の努力に加え、訓練生がその成果を生かせるような職場の業務実施体制や、機材の整備
に向けてのGOGCWSの努力が必要である。 



  
６. 教 訓 
(1) プロジェクトの進行における相互協力について 
本プロジェクトにおいては、プロジェクト期間初期のニーズ調査結果により、当初予定され

たプロジェクトサイトの変更が行われたが、効率性の見地からはサイトが変更されることのな
いよう、事前調査をより充実させることが必要であるともいえよう。しかしながら、本プロジ
ェクトでは、サイト建設や機材調達の段階から日本人専門家とエジプト側Ｃ／Ｐが、訓練コース
のより効果的な実施のための議論を重ねたことによって、エジプト側Ｃ／Ｐのプロジェクトへの
関与が深まり、その結果として、日本、エジプト双方の相互理解と、エジプト側のより主体的
なプロジェクトの運営が促進されたというプラス面があり、このことに関してエジプト側によ
る評価は高い。 
本件のような技術訓練プロジェクトの場合、ドナー側が施設を含めてすべての枠組みを用意

する方式もあるが、プロジェクトの期間中に相手国側と協議を重ねながらプロジェクトの組み
立てを決定していくという方式も、場合によっては実行可能であり、かつ大いに意義のあるこ
とが示唆される。 
 

(2) Ｃ／Ｐ日本研修について 
Ｃ／Ｐが参加した国内集団研修の研修内容が、すべての水道技術を含んだ一般的・総合的なも

のであり、実習を含めて水道技術の各分野に特化した研修コースの実施を望むエジプト側のニ
ーズと必ずしも一致しないものがあった。集団研修に加えて、一部個別研修により、Ｃ／Ｐのニ
ーズをカバーするような研修プログラムを組むなど、今後研修員のニーズに合わせた柔軟な対
応を検討することが望ましい。 
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第１章  終了時評価調査の概要 
 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

エジプト・アラブ共和国（以下、「エジプト」と記す）は、国土の大半が居住に適さない砂漠

地帯であるため、その人口はナイル川旧氾濫原及びカイロ以北のデルタ地帯に限られ、そのなか

でも特に首都・大カイロ圏に集中している。大カイロ圏市民の生活に必要不可欠である飲料水は、

1968年に設立された大カイロ上水道庁（General Organizaion for Greater Cairo Water Supply：

GOGCWS）によって給水されている。水道施設は、1903年以後近代水道として段階的に拡張・改

善整備され、現在大カイロ圏の給水対象人口の80％以上である1,200万人に給水している。しかし

ながら、給水需要量は人口増加や生活水準の向上により、供給能力を上回っており、供給能力不

足の状況が続いている。 

特に、大カイロ圏は人口増加が3.3％と著しく高く、給水を担う大カイロ上水道庁は給水能力

の拡大を図るため、業務の効率化及び向上を目指してインストラクターや研修開発専門員の養成、

研修コースの開発、教材の作成などを計画した。しかしながら、上記目標の達成のために必要不

可欠な、実習面の訓練に係る訓練用実習機材及びノウハウの不足等から、研修コースの開発が困

難であったため、同庁は職員研修コースを拡大・充実するためのプロジェクト方式技術協力を我

が国に要請してきた。 

同要請を受けてJICAは、1997年４月に討議議事録（Ｒ／Ｄ）の署名を取り交わし、同年６月１日 

よりエジプト水道技術訓練向上計画プロジェクトが開始された。最初の２年間は既存の訓練コー

スの分析と訓練ニーズ調査を行い、訓練コースの開発、内容の決定及び教材の開発を行った。プ

ロジェクトサイトについては、開始当初に利用していたアメリア浄水場の施設では訓練の実施に

不都合であることが判明したため、エジプト側の費用負担でモストロッド浄水場の既存施設を改

修して利用することとなり、1999年６月に移転を完了した。 

本調査団は、プロジェクト協力期間の終了を2002年５月31日に控え、プロジェクトの当初計画

及びプロジェクトの基幹文書（ワークプラン、訓練目的表、Job Progress Sheet）に基づいて、プ

ロジェクト活動を評価し、今後の有益なフィードバックに資することを目的として派遣された。 
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１－２ 調査団の構成と調査期間 

(1) 調査団の構成 

担 当 氏 名 所 属 

総括・水道計画 国包 章一 国立公衆衛生院 水道工学部長 

水道技術 宮内 潔 大阪市水道局工務部 技術主幹 

評価計画 小森 明子 JICA社会開発協力部社会開発協力第二課 職員 

評価分析 監物 順之 中央開発株式会社海外事業部 取締役事業部長 

 

(2) 調査期間 

2002年１月28日～２月15日（19日間） 

 

１－３ 対象プロジェクトの概要 

(1) 目 標 

 1) 上位目標：十分で安全な飲料水が、グレートカイロ地域の住民に安定的に供給される。 

 2) プロジェクト目標：GOGCWSの職員のパフォーマンスが技術訓練を通じて改善される。 

 

(2) 成 果 

 1) GOGCWSの技術訓練に対する需要調査（ニーズ調査）により、訓練のニーズが特定され

る。 

 2) ニーズ調査に基づき、以下の分野において、トレーニングコースのプログラムが開発さ

れる。 

 ① 浄水・水質 

 ② 給配水管路管理 

 ③ 電気設備維持管理 

 ④ 機械設備維持管理 

 3) 設備・機器・マテリアル類が設置され、エジプト側が実際に実習で運用し、活用できる

ようになる。 

 4) 理論に関するトレーニングマテリアルが、ニーズ調査に従って開発される。 

 5) トレーニングコースが、GOGCWS訓練部によってプログラムどおりに実施される。 
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 (3) 投 入 

 1) 日本側投入（評価時点の実績） 

 ① 長期専門家派遣 延べ12名 

 

指導科目 氏 名 派遣期間 

チーフアドバイザー 

業務調整 

水道技術・電気・機械 

水道技術・給配水管路管理 

水道技術・給配水管路管理 

水道技術・電気・機械 

水道技術・浄水・水質 

チーフアドバイザー 

業務調整 

水道技術・浄水・水質 

水道技術・給配水管路管理 

水道技術・電気・機械 

恵原 裕樹 

石垣 滋樹 

村田 健司 

橋山 裕史 

安川 広文 

井上 勇二 

小林 三樹 

小林 三樹 

大熊 浩 

岡山 治一 

松田 弘 

加賀田 勝敏 

1997年６月８日～2000年６月７日 

1997年６月８日～2000年６月７日 

1997年９月30日～1999年３月31日 

1997年９月30日～1998年12月29日 

1998年12月１日～2000年11月30日 

1999年３月１日～2001年３月31日 

1999年３月16日～2000年６月７日 

2000年６月８日～2002年５月31日 

2000年５月23日～2002年５月31日 

2000年５月23日～2002年５月31日 

2000年11月４日～2002年５月31日 

2001年３月８日～2002年５月31日 

 

 ② 短期専門家派遣 延べ21名 

指導科目 氏 名 派遣期間 

水道技術・浄水水質 

水道技術・水道計画 

水道技術・電気・機械 

水道技術・電気・機械 

水道技術・水道計画 

水道技術・水道計画 

据付技師・ポンプ性能試験器 

据付技師・水道メーター試験器 

据付技師・水道メーター試験器 

水道技術・水道計画 

水道技術・浄水・水質水道技術・

水道技術・給配水管路管理 

宮内 潔 

大村 良樹 

加賀田 勝敏 

照屋 隆二 

大村 良樹 

国包 章一 

平  辰二 

岡部 正明 

米田 敦夫 

大村 良樹 

吉澤 香 

渡部 和彦 

1997年９月30日～1997年12月29日 

1998年２月15日～1998年５月15日 

1998年11月１日～1999年１月31日 

2000年１月22日～2000年４月21日 

1999年２月22日～1999年３月21日 

1999年２月28日～1999年３月６日 

2000年１月29日～2000年２月10日 

2000年２月７日～2000年２月19日 

2000年２月７日～2000年２月19日 

2000年４月８日～2000年５月６日 

2000年４月10日～2000年６月８日 

2000年９月５日～2000年12月９日 
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水道技術・浄水水質 

水道技術・機械設備 

水道技術・水道施設計画 

水道技術・水道計画水道技術・

水道技術・水質 

水道技術・給配水管路管理 

水道技術・水道改良計画 

水道技術・電気設備 

亀海 泰子 

渡邊 龍彦 

今野 弘 

大村 良樹 

伊藤 雅木 

片岡 茂 

大村 良樹 

梅野 守 

2000年12月18日～2001年３月29日 

2001年１月10日～2001年４月９日 

2001年３月23日～2001年４月６日 

2001年３月30日～2001年４月27日 

2001年６月29日～2001年９月28日 

2001年９月１日～2001年11月24日 

2001年９月２日～2001年９月16日 

2002年１月27日～2002年４月26日 

 

 ③ 研修員受入れ 14名  

指導科目 氏 名 派遣期間 

水道技術・化学 

水道技術・電気 

水道技術・機械 

水道技術・機械 

水道技術・電気 

水道技術・計画 

水道技術・管路 

水道技術・機械 

水道技術・機械 

水道技術・電気 

水道技術・水質 

水道技術・管路 

水道技術・計画 

水道技術・水質 

Sayed A. Hamed 

Sayed Khalil Osman 

Khalil Abdel Sayed 

Mahmoud A. Kader 

Mohamed Shawky 

Reda Kamel 

Ahmed Darwish 

Mahrous Mohamed 

Khalil A. Sayed 

Sayed Khalil Osman 

Sayed A. Hamed 

Mandouh Saad 

Mahmoud Abu Khalaf 

Medhat Mohamed 

1997年10月20日～2001年11月27日 

1997年10月20日～2001年11月27日 

1997年10月20日～2001年12月27日 

1998年５月18日～1998年８月８日 

1998年５月18日～1998年８月８日 

1999年５月17日～1999年８月８日 

1999年５月17日～1999年８月８日 

1999年５月17日～1999年８月８日 

2000年５月21日～2000年８月12日 

2000年５月21日～2000年８月12日 

2000年５月21日～2000年８月12日 

2001年５月21日～2001年８月８日 

2001年６月３日～2001年６月29日 

2001年９月24日～2001年11月18日 

 

 ④ 供与機材 

年 度 主要機材 総 額 

平成９年度 

10年度 

11年度 

12年度  

パソコン、コピー機 

渦型ポンプカットモデル等 水質機器 

訓練機材、薬品・試薬 

訓練機材、測定機材、水質試験用薬品・試薬 

1,200万円 

8,473万8,000円 

9,636万4,000円 

1,000万円 
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2) エジプト側投入 

 ① カウンターパート（Ｃ／Ｐ）の配置 延べ16名 

 ② 土地・施設の提供 モストロッド浄水場 訓練センター増改築・改装 

 ③ ローカルコスト負担 2,300万円 
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第２章 終了時評価の方法 
 

２－１ PDMの変遷と評価用PDM(PDMe) 

(1) PDMの変遷 

本プロジェクトにおいては、事前調査以後終了時評価時点までの間にプロジェクト・デザ

イン・マトリックス（PDM）は３回作成されている。 

 1) Version１(PDM1) 

長期調査の際に作成され、1996年12月18日に署名、交換されたミニッツに添付されたも

ので、本プロジェクトの骨格はこの時点で決まっているが、細部に関してはまだ、「必要な」

訓練コースとか、「十分な」施設及び機材といった表現で、具体的に示されていない。 

 2) Version２(PDM2) 

実施協議調査の際に作成され、1997年４月７日に署名、交換されたミニッツに添付され

たもので、PDM1に比し具体化されてはいるが、指標設定がまだほとんど数値化されていな

い。なお、PDM2においてプロジェクト目標、上位目標に以下のような重要な変更がなされ

ている。 

 PDM1 PDM2 

スーパーゴール 大カイロ上水道庁（GOGCWS）が財

政的に自立的組織になることを通

じて、大カイロ地域の住民に安全

で十分な飲料水が安定的に供給さ

れる。 

（記載なし） 

上位目標 GOGCWSのあらゆるレベルの職員

のパフォーマンスが技術訓練を通

じて改善する。 

大カイロ地域の住民に安全で

十分な飲料水が安定的に供給

される。 

プロジェクト目標 水道計画、水質・浄水、管路・配水、

機械・電気の各分野において適当な

訓練コースがGOGCWSに用意され

る。 

GOGCWSの職員のパフォー

マンスが技術訓練を通じて改

善する。 

 

PDM1ではスーパーゴールとされた安全で十分な飲料水の供給が、PDM2では上位目標と

され、PDM2では成果、プロジェクト目標、上位目標の間に論理の飛躍が生じる結果となっ

ている。PDM2は実施協議においてＲ／Ｄと同時に署名、交換されたミニッツに添付された

ものであり、Version３が作成されるまでは本プロジェクトの基本となるPDMであったはず

であるが、この論理の飛躍によって、実際の現場では、より現実的なPDM1に記載されたプ
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ロジェクト目標、上位目標を指針として作業を進めていたと見られる。 

 3) Version３(PDM3) 

第２次運営指導調査の際作成され、2001年５月24日に署名、交換されたミニッツに添付

されたもので、プロジェクト目標、上位目標はPDM2をそのまま踏襲し、成果及びプロジェ

クト目標各欄の指標としてそれぞれ具体的数値を設定している。成果の指標は極めて具体

的で入手も容易な好指標であるが、目標をPDM2のままとしたことにより、プロジェクト目

標の指標を達成してもプロジェクト目標が達成したとはいえないものとなっている。 

 

(2) 評価用PDM(PDMe) 

PDM3では、成果からプロジェクト目標の間に飛躍があり、具体的数値によってプロジェ

クト目標の達成度を判定するためにはプロジェクト終了後、ある程度期間をおく必要がある

という難点があるが、これはエジプト側の強い意向により、PDM2のプロジェクト目標、上

位目標をそのまま残したことによるものである。他方、PDM3は終了時評価実施（当初2002

年９月から10月予定）予定の４か月前に終了時評価用として作成されたものであり、具体的

に数値をもって指標が示されている利点がある。したがって、今回はPDM3の問題点を認識

し、現地調査でできるだけその点を補充しつつ、PDM3をそのまま評価用PDM（PDMe）とし

て使用することとした（PDM1、PDM2、PDM3は、付属資料５．PDMとして添付する）。 

 

２－２ 主な調査項目と情報・データ収集方法 

(1) 主な調査項目 

JICA事業評価ガイドラインに沿った調査内容とするため、まずPDMに従ってプロジェクト

の実績（投入の実績、成果の達成度、プロジェクト目標・上位目標の達成度・見込み）を確

認し、さらに実施のプロセス（モニタリングと軌道修正の状況、日本側とエジプト側との共

同作業の状況・信頼関係の構築の状況等）を調査した。そのうえで、これらの実績を踏まえ、

PDMに記載された指標をベースに評価５項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、自立

発展性）の評価を実施するために必要なデータを入手した。また、プロジェクト評価の参考

とするため、Ｃ／Ｐ及び日本人長期専門家に対してアンケート調査を行った。さらに、過去の

調査団報告書やプロジェクト報告書の内容も参考にして、訓練分野ごとに技術的観点から見

た現状、問題点等についても、この調査のなかで整理してコメントした。 
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(2) 情報・データ収集方法 

情報・データの収集には以下の方法を用いた。 

 1) 資料調査 

 ① 過去の調査団報告書（事前調査団報告書、長期調査報告書、実施協議調査団報告書、

第１次運営指導調査団報告書、巡回指導調査団報告書、第２次運営指導調査団報告書） 

 ② プロジェクト報告書（四半期報告書、各長期専門家総合報告書、各短期専門家報告書） 

 ③ プロジェクト作成資料（投入実績表、成果実績表等） 

 ④ GOGCWS資料（GOGCWSパンフレット、訓練部予算書） 

 2) アンケート 

長期専門家アンケート、Ｃ／Ｐアンケート 

 3) 面談調査 

日本人長期専門家(６名)、短期専門家(１名) 

エジプト側Ｃ／Ｐ（10名）、GOGCWS幹部（技術担当副総裁、訓練部長等） 
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第３章 調査結果 
 

３－１ 現地調査結果 

現地調査の結果は、エジプト側評価チーム及び本調査団の双方で協議検討し、合同評価報告書

として英文で取りまとめ、ミニッツとして添付した。本文では、評価５項目の観点からの評価結

果を記述（詳細については、付属資料２．評価グリッド・調査結果表参照）するとともに、本プ

ロジェクトの各種実績については、以下の資料を参考資料として添付した。 

 

３－２ プロジェクトの実績 

付属資料４．評価グリッド・調査結果表及び３．ミニッツにANNEXとして添付された投入、成

果の一覧表に示すとおり、調査時点において、投入、成果、プロジェクト目標の多くが既にPDM

指標値を達成しており、プロジェクト終了予定の2002年５月末までには、実習訓練率（指標値80％）

を除き、すべての指標値が達成される見込みである。 

 実習訓練率は、一部の訓練分野（特に水質関連）の機材投入が遅れたこともあり、調査時点で

は61％となっている。訓練分野のうち水道計画分野は、巡回指導調査において、現地の実情にあ

わせ実習を伴わないセミナー形式とするように変更されているので、これを除外して考えてもプ

ロジェクト終了時点での予測は74％となり、指標値である80％に達しないと予想される。しかし

ながら、機材を用いた水質分野の実習も今後増加することは確実であり、実習訓練率を高める必

要性についてはエジプト側関係者も認識していること、また、ミニッツの内容にそのための今後

の努力が盛り込まれたこともあり、将来的な実習訓練率の指標値の達成は確実と判断される。 

PDM指標値の達成については以上のような状況にあるが、一方で、大カイロ上水道庁

（GOGCWS）は本プロジェクトの目標を、訓練実施の結果としての職員パフォーマンスの改善と

とらえており、具体的には、GOGCWSの各職場での業務指標値（水道施設の事故発生件数と復旧

までの時間、浄水場の緊急運転停止時間、漏水率などであるが、達成目標については言及されて

いない）が改善されることであると考えている。この点については、後述のように、本プロジェ

クトの成果だけで達成できるものではなく、また、業務指標値が目に見える形で改善されるまで

にはかなりの期間を要するものでもあるため、具体的な達成状況については調査できていない。

しかし、訓練の成果を見る場合の視点としては重要であり、また、プロジェクト評価は日本・エ

ジプト共同で行われるべきものでもあることから、本調査では、この観点からのプロジェクト評

価についても関係箇所にコメントを加えた。 

また、上位目標（「安全で十分な飲料水の安定的供給の達成」であるが、達成目標は示されて

いない）の場合は、その達成において、本プロジェクトの成果以外の様々な要因が関係するが、

終了時評価調査時点のPDM指標値は、本プロジェクト開始時の値と比較して大幅な改善を示して
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いる（給水普及率 84％→96％、１人１日当たり給水量311!→340"!）。ただし、この改善は、

GOGCWSにおける拡張工事の進展によるものであって、本プロジェクトの成果によるものとは言

いがたい。さらに、PDM指標値となっている給水量データは、GOGCWSにおいては実際に需要家

が使用した値ではなく、配水量（浄水場から送り出された水量）に相当するものであり、漏水量

が増加している場合などは、上位目標の達成との関係性に疑問が生じることについて、プロジェ

クト・チームリーダーの指摘もある。 

上位目標が将来において達成されるためには、浄水場や配水ネットワークなどの施設整備と、

それら施設の円滑な運転及び維持管理がベースとなるものの、そのためには本プロジェクトの技

術訓練によって、GOGCWS職員の技術力を向上させ、各職場での業務指標値を改善していくこと

も不可欠であり、本プロジェクトが今後上位目標の達成に向けて貢献していくことは、間違いな

いと考えられる。 

 

３－３ プロジェクトの実施プロセス 

本プロジェクトでは、訓練に必要な建物、ヤードなどについては、エジプト側が用意すること

になっており、当初Ｒ／Ｄには、プロジェクトサイトをアメリア浄水場とし（訓練ニーズの調査結

果に合わせてプロジェクト実施後の変更もあり得るとされていた）、開発すべき訓練コースの分野

と必要なプロジェクト建物及び付属設備、さらに、必要な機材に関する技術分野のリストがあげ

られていた。また、プロジェクトのスケジュールとしては、プロジェクト開始後の１年間で、訓

練コースに係る詳細なニーズを調査するとともに、コース実施に必要な訓練機材の細目、数量等

について、日本人専門家とＣ／Ｐが協議のうえ、機材導入計画を作成して、全体的なコース開発計

画を策定し、２年目からコースの開発と実施に入る計画になっていた。 

このスケジュールに従って、プロジェクト開始後、詳細な訓練ニーズの調査と必要機材の協議

が行われたが、ニーズ調査の結果、当初Ｒ／Ｄ上でプロジェクトサイトに選定されていたアメリア

浄水場については、訓練ニーズに対応するための機材設置スペースの不足や給水排水など付属設

備の不備、また、訓練センター事務室、教室、ワークショップなどの訓練施設が分散配置となっ

て、機能的な訓練が実施しにくいなど、様々な問題点があることが分かった。 

こうした状況から、本プロジェクトにおいて十分な成果をあげるとともに、プロジェクト終了

後の自立発展性確保のうえからも、訓練センターとして十分な規模をもち、かつ主要な訓練施設

の集中した配置が可能なプロジェクトサイトへの移転を検討することが必要と判断され、

GOGCWS総裁に対して、日本側から供与する訓練機材の必要量に関連づけて、プロジェクトサイ

ト移転の必要性を説明し、新規施設（建物）の提供を申し入れた。また、これと並行して、日本

側の無償資金協力による、プロジェクト建物（付帯設備を含む）の建設可能性についても検討さ

れたが、これは実現には至らなかった。 
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その後、1998年３月になって、エジプト側より、エジプト側の費用でモストロッド浄水場内の

既存施設を増改築して、プロジェクト関連施設とすることが提案され、施設のアウトラインにつ

いて総裁の同意を得たあと、プロジェクトサイトをモストロッド浄水場に変更することに関する

ミニッツに署名した。この新訓練施設は、1999年５月に工事（付帯設備を一部除く）が完成、同

６月にプロジェクトサイトの移転を行った。また、プロジェクトサイトの変更に係るＲ／Ｄ内容

の変更は、1999年10月の巡回指導調査実施時に署名された。 

このような経過から、実習訓練機材の導入時期が大幅に遅れる（1999年10月に最初の実習機材

がサイトに到着）ことになり、プロジェクトの前半の訓練コース開発と実施については、一般機

材でコース開発ができるもののみにとどまった。しかし、このサイト変更によって、訓練ニーズ

に見合う十分な訓練機材を導入して、訓練内容をより充実させることが可能になり、また、訓練

施設の集中的な配置によって、より機能的な訓練を行うことができるようになった。モストロッ

ド浄水場既存施設の増改築が、エジプト側の費用で実施された意義も大きく、プロジェクトに対

するエジプト側の主体性とプロジェクト終了後の自立発展性の強化につながったといえる。訓練

分野によっては、給配水管路管理分野の漏水調査ヤードのように、GOGCWSの直営施工の施工管

理が悪く、日本人専門家のアドバイスによる何度かの手直しが必要で、供用までに長期間を要し

たものもあったが、これもある意味でエジプト側への施工管理に関する技術移転になったと考え

ることもできる。 

以上のような経過により、本プロジェクトにおいては、サイト変更が全体計画の遅延が生じさ

せたが、その半面、プロジェクトの有効性の向上やプロジェクト後半のスムーズな進捗に貢献し、

プロジェクト期間全体でみれば、「３－２ プロジェクトの実績」に示したように、おおむね十分

な成果をあげることができたといえる。 

 

(1) プロジェクトのモニタリング 

定期的な四半期報告書による現地JICA事務所や日本のJICA本部への連絡とともに、現地に

おいては、JICA事務所との間で適宜プロジェクト会議を、また、日本では、国内委員会を開

催してプロジェクトの進行管理、問題点に対する検討などが行われた。ただし、サイト変更

にも関連して国内委員会の立ち上がりが遅れ、また、訓練機材検討の必要性もあって、プロ

ジェクトチームから浄水・水質分野の専門家を早期に派遣すべきことが再三指摘されていた

が、いろいろな事情で対応が遅れるなど、モニタリングの結果がプロジェクト運営に結果的

に十分反映できない部分もあった。 

PDMの改定経過は「２－１ (1)PDMの変遷」に示すとおりであり、プロジェクトサイト

の変更もあって、指標値の設定を含む改訂はプロジェクトの後半に行われた。訓練生の延べ

人数などの指標値は、残りのプロジェクト期間との関係で限られたものになったが、訓練コ
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ースの内容については十分な訓練機材の導入が図られ、充実したものになった。 

プロジェクトに影響を与えた外部条件のひとつとして、プロジェクト実施当初の1997年11

月にルクソールで発生したテロ事件、及び2001年９月にアメリカ合衆国本土で発生した同時

多発テロ事件がある。ルクソールのテロ事件は、プロジェクトの進行に大きな影響はなかっ

たが、アメリカ合衆国本土のテロ事件では、エジプトが日本外務省の定める危険度２の地域

に指定され、短期派遣専門家の派遣時期の変更や、本邦帰国休暇などで休暇中の長期専門家

も一時的に本邦待機となるなどの影響を受けた。 

なお、GOGEWS自体の一部民営化については、噂としてはあるものの、早期に具体的な動

きが出るような状況にはないと考えられる。 

 

(2) Ｃ／Ｐとの関係性 

プロジェクトの進行において、Ｃ／Ｐとの十分なコミュニケーションを図るため、プロジェ

クト内ミーティングを適宜実施し、業務の内容やスケジュールを確認しながら進めるととも

に、プロジェクト進行の節目や、Ｒ／Ｄ、協議議事録（Ｍ／Ｍ）の署名時には、総裁やプロジ

ェクトマネージャーなどをまじえた協議が行われた。また、本プロジェクトにおいては、プ

ロジェクトサイトの変更にからむGOGCWS保有施設の現場調査をはじめ、開発すべき訓練コ

ースの内容や導入する訓練機材の検討及びそれらをベースとして、訓練施設の全体配置、既

存建物の増改築内容（所要スペースの設定と機材配置及び付帯設備の取り合わせなども考慮）

等を決定していくことが、日本人専門家とＣ／Ｐの共同作業として行われた。このことによっ

て、Ｃ／Ｐのプロジェクトへの主体的関与が深まり、訓練コースの内容や実施方法について、

訓練施設や機材との関連も含めたより深い議論を経て、問題意識の共有が図られることにな

った。また、Ｃ／Ｐとの意見の違いを調整するなかで、相互理解が促進され、良好な信頼関係

が築かれるとともに、Ｃ／Ｐによるより主体的なプロジェクトの運営が促進されることにもな

った。 

訓練コースの開発については、計画分野や浄水分野のような経過をたどったものもある

が（「３－４ 分野別現状及び問題点」参照）、Ｃ／Ｐは、日本人専門家の指導の下で、過去に

おいて日本が実施した訓練プロジェクトのノウハウも活用しながら、Ｃ／Ｐ自身の問題意識も

取り入れて、おおむね主体的にかかわってきたといえる。しかし、訓練コースの運営につい

ては、Ｃ／Ｐであるエンジニアとテクニシャン、ワーカーとの間に職制上の作業分担があり、

訓練機材を用いた実習を自らは手がけないＣ／Ｐも見られた。 

 

(3) プロジェクト受益者の事業へのかかわり 

「受益者」をGOGCWS自身であると考えれば、GOGCWS全体としてどのように積極的にこ
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のプロジェクトに関与してきたのかという視点で見ることになる。この点については、訓練

部長自身が、GOGCWSの上層部を集めた計画分野のセミナー開催時に、プロジェクトの紹介

を行うことなどを通じて、GOGCWS全体としてのプロジェクト実施に対する理解の促進と協

力の依頼にも取り組んできた。特に、「汚泥処理セミナー」の開催時には、副総裁以下ゼネラ

ルマネージャー級の幹部やすべての浄水場長が参加し、セミナーのテーマに関することだけ

でなく、本プロジェクトの運営や今後の技術者訓練のあり方についても、真剣な議論がなさ

れた。このような議論の機会を多くもつことについては参加者からも要望が出ていた。 

 

(4) GOGCWSのオーナーシップの確立 

GOGCWSのプロジェクトに関するオーナーシップの醸成に関しては、プロジェクトはあく

までエジプト側のものであって、日本はこれに協力する立場であるとの説明が、機会あるご

とにプロジェクトチームから行われてきた。 

プロジェクト運営組織に関しては、プロジェクト開始当初より、GOGCWSの訓練部内にお

いて、技術訓練部門は独立性に乏しく、エジプト側のプロジェクト関連予算や関連職員の配

置などの調整が難しい事情があったが、プロジェクトが軌道に乗るとともにこうした状況は

改善されてきている。また、プロジェクトの途中から復職した訓練部長の構想として、技術

訓練部門を、本プロジェクトを核にして訓練部内で独立させることにより、予算、人事面で

の技術訓練の位置づけを強化しようという動きがある。さらに、本プロジェクトの訓練セン

ターは、将来的に米国国際開発庁（USAID）の協力による経営・組織強化訓練センターと並

んで、GOGCWSの訓練業務の双璧をなすものと位置づけされる構想である。こうした動きは、

プロジェクトの自立発展性に大きく貢献する動きであり、まだ実現はしていないが、今後の

進展を見守る必要がある。 

プロジェクトの活動に必要なGOGCWSの予算手当てについては、本調査の時点においても

本プロジェクト単独の当初予算配分が割り当てられていなかった。しかしながら、プロジェ

クト開始後の技術訓練関係の予算執行額が年々増加していることが確認でき、プロジェクト

サイトの変更に関しては、総裁も技術訓練の重要性を認識して、プロジェクト建物の整備を

エジプト側資金で行うことを決断するなど、本プロジェクトをGOGCWS自らのプロジェクト

として主体的に運営していこうとする動きが随所に見られた。人材面では、Ｃ／Ｐが全員コア

トレーナーの資格（GOGCWS内部の資格）を取得するとともに、プロジェクト終了後もほぼ

全員が技術訓練の担当として残ることが確実であり、Ｃ／Ｐ自身が今後訓練部門を支えていこ

うとする意識が高いことがあげられる。 

プロジェクト施設の整備が円滑に行われたかどうかについては、プロジェクトサイト変更

の影響が大きいが、訓練施設の建物整備がエジプト側の費用で実施されたこともあり、入札、
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設計、施工に長期間（GOGCWSからモストロッド浄水場の既存建物の増改築が提案されてか

ら約１年半）を要した。また、給配水管路管理分野の訓練ヤードの整備は、GOGCWSの直営

で施工されたが、GOGCWSの設計、施工方法、施工管理にはいろいろと問題が多く、日本人

専門家がアドバイスしながら(Ｃ／Ｐが健康上の理由から不在で、日本人専門家が直接施工管

理にあたった時期もある)、2000年12月になってようやく完成した。また、水質試験室につい

ても、付帯設備などの工事が遅延し、実質的に水質試験室として使えるようになったのは、

2001年３月以降になった。 

訓練機材の引き取りは、プロジェクトサイト到着までおおむね順調であったが、サイトで

のGOGCWSの検収、登録、保管手続きは厳重かつ効率がよいとはいえないため、非常に時間

がかかった。 

 

３－４ アンケート調査結果 

Ｃ／Ｐに対しては、本プロジェクトの全体的な評価や日本でのＣ／Ｐ研修などについて、また、

日本人長期専門家に対しては、本プロジェクトにおける各種の投入、活動に対する評価について、

アンケート調査を行い、調査結果は附属資料６．アンケート調査結果にまとめた。 

Ｃ／Ｐは、本プロジェクトによって、実習機材の導入を含め、初めて本格的かつ体系的な技術訓

練ができるようになったことを高く評価している。ただし、Ｃ／Ｐ研修については、日本国内の集

団研修コースがあてられたため、より専門分野に関する研修をしてほしいとの意見もある。一方、

日本人長期専門家は、特にプロジェクトの進捗に対し満足度が低い結果が出ているが、プロジェ

クト開始後のサイト変更のために多大な時間と労力を要したことから、予定された投入・活動・

成果が後半に集中したという経過の影響と思われる。 

また、調査期間中にＣ／Ｐから聞き取りを行ったなかで、ドナー側がプロジェクト内容の決定の

すべてを取り仕切るのではなく、本プロジェクトにおいては、訓練ニーズの調査やプロジェクト

サイトの変更をはじめとして、エジプト側も日本側とともに、計画段階から対応策について考え

る機会を与えられたこと、また、そのことによって結果的に、プロジェクトに対するエジプト側

の関与度合いが高まるとともに、日本・エジプト双方の相互理解が進んだことについて、Ｃ／Ｐ

全体に、こうしたプロジェクトの進め方自体を高く評価する意見があることは、特筆すべき事項

であると考える。 

 

３－５ 分野別現状及び問題点 

３－５－１ 水道計画分野 

GOGCWSにおいて、水道の基本計画分野を担当する部局はプロジェクト部であるが、実際の

基本計画や施設整備に関する基本方針の決定は、GOGCWSの更に上層部で行われている。こう
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した状況から、日本でいう水道基本計画についての訓練コースの開発には、プロジェクト開始

時点においてGOGCWSの関心が薄く、また、訓練対象を誰にするのかという点でも検討が必要

であった。 

そこで、計画分野では、他の分野のようにまとまった訓練コースの開発を行うかわりに、

GOGCWSの関心があり、かつ日本人専門家がGOGCWSとして今後計画的な対応が必要と考える

テーマで、GOGCWS幹部を対象としたセミナーを開催することとし、2002年１月末までに「実

施設計の考え方－入札契約について」「浄水に与える藻類の諸問題」「浄水場汚泥処理システム

計画」など７回のセミナーを実施した。 

いずれのセミナーもGOGCWS幹部の反響は大きく、セミナーのテーマとして取りあげた問題

に対する認識や、問題解決に向けての意識レベルの向上に一定の成果があったが、GOGCWSと

して問題解決の具体的な対応の検討は今後のものとなっている。 

訓練部長は、今後、計画分野でのエンジニア向け訓練コースの組み立てを行う構想をもって

いるが、訓練部長のいう訓練コースの内容は、水道施設の概要と工事契約上の各施設の標準仕

様や検査方法に重点があって、水道の必要規模や各施設の方式及び内容の決定など、日本でい

う水道基本計画の要素とはかなり異なったものになっている。 

こうした「計画」分野の訓練コースの組み立てにおける日本とGOGCWSの認識の相違は、

GOGCWSの水道基本計画に関する意思決定のあり方とも関連して、短期間でその相違を解消で

きるものではない。しかしながら、今後GOGCWSなりに計画分野の訓練コースの組み立てを行

っていくうえで、日本人専門家がプロジェクト終了時までに必要な部分についてアドバイスを

していくことが望まれる。 

 

３－５－２ 浄水、水質分野 

(1) 浄 水 

GOGCWSでは、衛生工学を専門とする職員がいないこともあり、浄水場業務の関心は、

施設（主に電気機械設備）を故障なく、運転、維持することに大きくシフトしており、浄

水の水質管理や、水質管理と関連する処理水量の管理には、あまり大きな関心が向けられ

てこなかった。実際に、浄水場での薬品注入、沈殿池及び濾過池の運転や維持管理の状況

について個々に見ると、浄水水質に影響を与えるいくつかの問題点が見られるものの、浄

水場の担当者は、問題そのものの認識がないか、認識があってもその問題の解決に向けて

積極的に改善努力を行う姿勢が見られず、プロジェクト開始当初は、浄水分野の訓練コー

ス開発にＣ／Ｐの関心が薄かった。 

こうした状況から、プロジェクト前半においては浄水分野の訓練コース開発の見通しは

不確かであったため、日本人専門家についても投入されず、後半になってようやく訓練部
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長を中心にＣ／Ｐとの実質的な話し合いが進められた。そのなかで、浄水場の各施設の整備

だけでなく、浄水場で作られる水そのものに目を向けることの重要性が、Ｃ／Ｐにもしだい

に認識されるようになり（本プロジェクトがＣ／Ｐの意識改革につながった）、2002年２月

時点では、機械分野のＣ／Ｐが施設の水理及び水量管理を、また、水質分野のＣ／Ｐが沈殿、

濾過、塩素処理などの理論及び浄水過程での水質管理を担当して、共同で浄水分野の訓練

テキストの作成作業を始めようとするまでになっている。 

GOGCWSの浄水施設の運転は、現在も個々の施設の建設当時に作成されたマニュアルに

従って行われている部分が大きく、運転開始後にGOGCWS自らが、各浄水場の現場の実情

（原水水質の変化や施設の変更、水質基準の強化など）に応じて運転指標などを見直し、

マニュアルを改訂するような動きに乏しい。本プロジェクトでの訓練をベースにして、各

現場において浄水施設の運転や維持管理状況の診断評価と、適正運転を行うための基礎的

な指標値の設定を、日常業務のなかで行える能力を養う必要がある。 

 

(2) 水 質 

水質分野においても、エジプト側の水質試験室の工事が大幅に遅延したこと、また、日

本人専門家の派遣が遅れたことから、訓練コースの立ち上がりが遅かったが、導入された

訓練機材については、細菌試験設備を除いて、Ｃ／Ｐへの技術移転が一応終了している。し

たがって、GOGCWS内部の水質分析業務の遂行上、中央ラボラトリーの担当になっている

重金属や微量物質などを除いて（ただし、原子吸光光度計による一部の重金属分析は本プ

ロジェクトに含む）、各浄水場で実施することが必要な水質分析項目に関する一応の訓練は

プロジェクトの終了までにできるようになると考えられる。 

また、個々の水質分析項目に係る分析技術や技能の向上に加えて、測定されたデータの

精度管理や評価といった事項についても、訓練内容に取り入れるよう、日本人専門家とＣ／Ｐ

の間で検討されているところである。 

さらに、実際に浄水水質の向上を目指すためには、浄水担当者とタイアップして、浄水

処理の各過程での処理水質を含むデータの収集とその評価を行うとともに、それらをベー

スとして得られた最適な運転指標値を、実際の浄水処理に反映させることが必要であるが、

現在のところ、こうした視点に立った動きはまだまだ十分とはいえない。今後、浄水分野

の訓練コース開発を通じ、GOGCWSの浄水、水質の両担当者の連携によって、業務上のそ

うした一連の流れを再構築していくことが期待される。 

なお、評価調査結果要約表にあるとおり、水質分野で導入された機材のうち、分析器具、

試薬の一部などは、現地調達が困難なものや、原子吸光光度計のように専門メーカーの維

持管理が不可欠のものが含まれている。プロジェクト終了時までに、エジプト側で分析器
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具、試薬の補充や分析機器のメンテナンスができるように、それらのルートを確保するなど、

必要に応じて日本人専門家のアドバイスが望まれる。

３－５－３　機械分野

プロジェクト開始時から、GOGCWSの関心が最も高かった分野であり、Ｃ／Ｐの配置はプロ

ジェクト当初から充実していた。したがって、日本人専門家との間で訓練コース開発の協議が

早くから進められたが、日本人専門家の投入としては、プロジェクト開始から３年９か月の間

は、短期専門家の派遣が３名あったのみで、その間、電気分野の長期専門家が機械分野のコー

ス開発もカバーしなければならなかった。

しかし、訓練機材の活用、訓練コースの開発及び実施など、総じて十分な成果が得られてお

り、GOGCWS側でも、日本側の援助機材に加え、現地で実際に使われている機材を導入して、

訓練コースの内容をより実践的なものにする努力が見られる。また、ポンプやモーターの整備

については、オーバーホールの手順をビデオ撮影して教材とするなど、ヴィジュアルな教材開

発も含め、訓練生にとってより分かりやすいコース作りとするための工夫も見られる。ただし、

訓練機材の使い方については、まだ改善すべき点も残されており、日本人専門家のプロジェク

トの残り期間での指導が必要である。

GOGCWSの各職場では、日常の地道な保守点検業務の重要性に対する認識が不足しており、

まだほとんどの設備で点検簿が整備されていないなどの実態がある。本プロジェクトによる訓

練成果を、各職場で応用、実践していくことによって、実際の業務改善につなげていくことが

期待される。

３－５－４　電気分野

機械分野とともに、プロジェクト開始時から、GOGCWSとしても最も関心が高かった分野で

あり、Ｃ／Ｐの配置もプロジェクト当初から充実していた。日本人専門家との間で訓練コース

開発の協議が早くから進んだ結果、訓練機材の活用、訓練コースの開発など、総じて十分な成

果が得られている。

Ｃ／Ｐについても、訓練コースへの現地機材の導入をはじめ、テクニシャンの協力を得て新

たな訓練機材を自作したり、職場訪問による実際の設備を基にした講義を行うなどによって、

訓練コースをより充実させるような極めて積極的な工夫が見られる。調査期間中に、「発電機」

に関する訓練コースの講義（座学）を見学したが、講師は具体的なトラブルの事例をあげなが

ら、訓練生自身にもできるだけ原因を考えさせるような講義を行うよう努めており、講師と訓

練生の間のやりとりも活発であった。

GOGCWSの各職場で日常の保守点検業務が疎かになっている実態は、機械分野と同じであり、
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訓練を通じた意識改革と訓練成果の職場での実践によって、業務改善につなげていくことが望

まれる。 

 

３－５－５ 給配水管路管理分野 

本分野については、Ｃ／Ｐが健康上の理由から途中で交代したことや、また、土木分野におけ

るGOGCWSのエンジニアの数が少ないことから、日常業務にＣ／Ｐが時間を取られるなどの事

情があり、Ｃ／Ｐのプロジェクトへの参加度合いが低く、訓練コースの開発に関する打ち合わせ

が進みにくい状況にあった。また、漏水防止実習のためのヤードの整備が「３－３ プロジェ

クトの実施プロセス」で触れたように、大幅に遅れたこともコース開発の進行に影響した。し

かしながら、導入された訓練機材については、現在のＣ／Ｐへの技術移転がほぼ完了しており、

訓練コースについても予定されていたものはすべて立ち上がって実施されている状況にある。 

さらに、訓練対象者については、エンジニアの数が少ないことに加えてGOGCWS側の意向も

あって、現場で作業を直接担当するテクニシャンクラスを中心としたものとなっているが、こ

れもやむを得ないところである。 

本分野の訓練内容のなかでも、特に漏水防止対策などの無収水量対策は、中東地域でも共通

して関心の高い事項であるが、こうしたテーマの実習を含む訓練施設は中東地域に同じような

ものがほとんどないことから、本プロジェクトによる漏水調査ヤードなどの訓練施設はエジプ

ト内外の注目度が高く、実際にGOGCWS以外からの施設見学や訓練生受入れの申し込みがあり

できる範囲での対応もされている。このような状況から、将来的には、他の分野の施設も含め

て、本プロジェクトの訓練施設が、現地国内研修、第三国研修の核として、活用され得る可能

性ももっているといえる。 

 

３－５－６ 分野全般についてのコメント 

本プロジェクトの実施によって、訓練機材による実習を含めた本格的な訓練コースが初め

て実施できるようになり、また機材実習の実施にあたっては、機材の使用手順などを写真入

りで解説したマニュアルを作成したことや、現地で実際に使用されている機材も導入するな

ど、いろいろな工夫が行われたことによって訓練を実施し、Ｃ／Ｐや訓練生の評価は一様に高

いものがある。 

今後、新たな訓練ニーズの掘り起こしによる訓練コースの新設拡充や、訓練の実施結果に

基づいた訓練内容の改定を行っていく必要があるが、特に、実習訓練の割合については、調

査時点ではまだ使用されていない機材を使うことをはじめとして、各職場にある類似機材の

活用や（Ｃ／Ｐによると、他の分野も含めて、訓練機材とほぼ同様の機能をもった機材が浄水場

などに配備されているものの、それらが実際には使用されていない状況であるとのことであ
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る）、オンザジョブ・トレーニング（OJT）とも組み合わせるなど、訓練の実施方法を工夫す

るなどによって、更に高めることが可能であると考えられる。 

なお、訓練機材については、本邦調達と現地調達を組み合わせて対応したが、本邦調達分に

ついては、情報の行き違いによる仕様、数量のミスマッチや英文マニュアルの不備、また、現

地製品については、訓練用としても十分なグレードを満たさないものがあったり、輸入品につ

いては現地に取り扱い代理店があっても、品種、数量が揃わず、また、注文しても納期が非常

に長くかかるなどの問題があった。こうした状況は、本プロジェクトに限らず他のプロジェク

トにも一般的に見られるが、やはり反省点のひとつである。 

これらの問題点は、すべての分野で共通して見られたが、特に分析器具や試薬など非常に多

くの品種、数量を必要とする水質分野において顕著であった。また、日本とエジプトの試験方

法に違いがあり、そのための資機材の調整や、一部を除く水質試験機器の設置も自ら行うこと

が必要になるなど、日本人専門家の負担が大きかった。 

本プロジェクトのプロジェクト目標は、PDM指標値の達成については当然のこととして、

訓練成果をGOGCWSの業務指標の改善につなげていくことにあるが、この目標を達成するた

めには、訓練を継続して実施するだけでなく、次のような事項について取りあえず配慮する

ことが不可欠であると考えられる。 

 

(1) 訓練成果の現場での実践のためには、訓練機材と同様の機能をもつ機材を現場にも実際に

配備することが必要であり、そのための予算確保に加えて、以下に記す(2)の視点を現場業務

のなかで実践できるような、組織的な組み立てと行動が必要である。 

 

(2) Ｃ／ＰをはじめとするGOGCWSの技術者は、訓練機材を用いてデータを測定すること自体に

は関心が高いが、測定原理、測定の目的や測定データの管理、分析、応用といった面では理

解が浅い。収集データを基にして施設の異常やその原因及び改善策を明らかにするだけでな

く、それらデータを管理、分析することによって、限られた予算をどのように使えばコスト

パフォーマンスを最大化できるのかといった視点を、訓練内容に取り入れていく必要がある。 

 

(3) 業務指標の改善は、それぞれの分野ごとに単独で行われるだけでなく、各分野の施策のバ

ランスのとれた進行によって、更に効果をあげ得ることにも注意が必要である。例えば、浄

水能力のむやみな拡張に頼って維持管理の負担を増やすより、適切な配水コントロールや漏

水防止対策も並行して行うことで、全体の負担を減らすことができる。 

 

以上の点については、調査期間中にＣ／Ｐとも議論したが、(2)や(3)についてはまだ分かりに
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くい面があるようであった。 

実際には、こうした事項以外にも、業務指標の改善には様々な要因が関与するが、業務指標

の一例として漏水率を取り上げ、漏水率の改善に向けての様々な要因や本プロジェクトの成果

（訓練の実施）との関係について整理を試みると、下記の参考資料のとおりとなる。 

プロジェクト進行の過程で、サイト変更などの困難を乗り越えてきたこともあり、訓練活動

が軌道に乗ってきたなかで、各Ｃ／Ｐにも一様に達成感と自信が感じられる。訓練部長を中心に

プロジェクトのPRにも積極的な働きかけが見られるが、プロジェクト終了後、GOGCWS独自で

訓練実施予算や関連職員の確保などを行っていかなければならないこれからが正念場であろ

う。 

 

［参考資料］ 

業務指標の一例として漏水率を取り上げ、本プロジェクトにおける給配水管路管理分野の訓

練コースの実施内容を中心として、様々な要因が漏水率の改善に向けての業務の流れとどのよ

うに結びついていくかを整理して、図３－１に示す（職員の技術訓練にかかわる事項は※印で

示した）。 

漏水率を具体的に改善するためには、訓練成果を各職場で応用、実践できるように、機材の

配備や組織体制の整備を行ったうえで、実際にフィールドでの漏水防止活動などを実施するこ

とが必要である。また、対症療法的な漏水箇所の発見と修繕に止まらず、更に進んで、漏水率

を計画的に改善していくためには、設定される改善目標（改善率、達成期間など）にあわせて、

改善計画（プロジェクト対象区域、人的、物的な投入など）を立案し、別途、漏水防止プロジ

ェクトとして実施していくことが必要になる。ただし、漏水箇所数が著しい路線については、

漏水箇所の修繕よりも管路そのものの更新が必要になる場合もあるし、管路の新設、更新に伴

う財源確保が必要なことはいうまでもない。 

短期間で漏水率を改善するためには、外部委託によってプロジェクトを実施することも可能

である。しかし、GOGCWS内部の人材の育成と活用を図りつつ、目標を達成する方向が、

GOGCWSとして今後とも管路の維持管理を継続していくことから考えても必要であり、本プロ

ジェクトで行われる給配水管路管理分野の訓練は、漏水率の具体的な改善に向けて、将来的に

大きな効果をもたらすと考えられる。 

図３－１は、漏水率の改善を業務指標値改善のひとつの例としたものにすぎないが、他の業

務指標についても同じような整理を行うことができる。また、こうした整理を行うことで、業

務指標値改善に向けた職員の技術訓練の位置づけや、改善に向けての要因や改善に至る道筋を

はっきりさせることができるとともに、当該分野の訓練内容見直しの参考にもなると考える。 
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第４章 評価結果 
 

４－１ 評価５項目の評価結果 

４－１－１ 妥当性（５段階評価：５） 

以下により本プロジェクトの妥当性は極めて高いと判断される。 

 

(1) 全国総人口の25％（約1,600万人）を占め、なお年率3.3％の高い増加率を示す大カイロ

圏の給水能力拡大と、それを担う大カイロ上水道庁（GOGCWS）の経営改善は国家開発計

画のなかでも高優先事項であり、そのために職員研修を強化し、業務の改善を図ることは

GOGCWSの重要方針となっている。本プロジェクトの上位目標、プロジェクト目標はエジ

プトの開発政策に合致している。 

 

(2) GOGCWSの訓練部門に対する国際機関、あるいは他ドナーによる主要な支援は1993年に

開始された。なかには、最近まで続いていたUSAIDによるMTSSプロジェクトがあるが、こ

れは経営・組織強化を狙いとする支援であり、本プロジェクトのような実習を中心とする

技術訓練に対する支援とは全く競合しない、むしろ相乗効果を期待するものであった。 

 

(3) 我が国はこれまでギザ市で上下水道整備計画３件、カイロ市で浄水場施設改修計画１件

の無償資金協力、及び大カイロ水道改善計画（１次、２次、３次）に対する有償資金協力

をいずれもGOGCWSを実施機関として実施しているが、本プロジェクトはこれらの協力に

よって建設された施設が有効に活用されるためにも意義がある。 

 

４－１－２ 有効性（５段階評価：４） 

以下により、本プロジェクトの有効性は極めて高いと判断される。 

 

(1) PDM上に記載されたプロジェクト目標の指標はおおむね達成されており、研修終了者に

は、明らかな意識・態度の変化が見られるなど、GOGCWS職員の技術力向上に役立ってい

ると実感され、本プロジェクトの有効性は高い。 

 

(2) GOGCWSがいうプロジェクト目標は、具体的には、技術訓練の結果として、重大電気事

故発生件数、浄水場緊急運転停止時間、配水管破損件数と修理に要した時間、漏水率など

といった業務指標値が改善することを意味する。これら指標値の改善は、職員が訓練を受

けたからといって短期間で得られるものではなく、また、外部条件（訓練の成果を実際の
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現場の業務に生かすうえでのGOGCWS職員の主体的な努力と、場合によっては訓練で用い

ているものと同様の機材をGOGCWSの実際の現場にも配備するなど、GOGCWSによる必要

な資機材、資金、人力の投入など）の今後の推移を見る必要があり、現時点で業務指標値

改善の達成度について、判断を行うためのデータを得ることは困難である。 

 

４－１－３ 効率性（５段階評価：３） 

本プロジェクトの前半は、プロジェクトサイトの変更に多大な時間と労力が費やされ、プロ

ジェクトの進捗に大幅な遅延を生じることになった。しかし、結果として、このサイト変更に

よって、訓練ニーズに見合う十分な機材の導入が可能になるなど、より充実した機能的な訓練

を行うことができるようになり、プロジェクト後半においては、むしろプロジェクトの進捗を

促進させる要因となった。 

 

(1) プロジェクト全体として見れば、コース開発等の活動、これに関連する専門家・機材の

投入が後半に集中して、プロジェクト期間中の業務進行のバランスを欠き、効率性が十分

であったとはいえない面があるが、日本側投入（長期専門家、短期専門家、機材供与、Ｃ／Ｐ 

日本研修）及びエジプト側投入（Ｃ／Ｐ配備、研修場建家及び研修ヤードの増改築）の規模

はおおむね妥当であり、有効に活用されている。 

 

(2) ただし、供与機材の一部（特に水質関係）については、機材及び長期専門家の投入時期

が遅れたことにより、調査時点ではまだ一度も使用されていないものがあった。できるだ

け早い時期に有効活用することが望まれる。 

 

４－１－４ インパクト（５段階評価：４） 

以下により、本プロジェクトは大きなインパクトを与えたと判断される。 

 

(1) エジプトにおける従来の技術訓練とは、外国が計画し、設計し、建設した設備を円滑に

運転、維持することに主眼があり、例えば浄水場では、機械分野では機械設備だけを、電

気分野では電気設備だけを知っていればよく、そのためだけの研修であった。しかし、本

プロジェクトの過程で水道事業に携わる技術者は、まず水を知らなければならないとの意

識が生まれ、機械・電気・土木・化学・生物などいろいろな分野を含む総合技術としての

水道工学あるいは衛生工学といった、これまでエジプトにはなかった概念への認識が生ま

れた。本プロジェクトはエジプト側の水道技術に対する発想を変えるインパクトをもった

といえる。 
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(2) 本プロジェクトを核として、GOGCWSの従来からある訓練コースを含めた技術訓練体系

とその内容の全面的見直しが、2002年からスタートしている。本プロジェクトも、当初は

実習機材を導入してGOGCWSの技術訓練をより充実したものにすることに主眼があった

が、現在は更に進んで将来的に本プロジェクトの訓練センターは、USAIDの協力による経

営・組織強化訓練センターと並んでGOGCWSの訓練業務の双璧をなすものとして位置づけ

られる構想である。 

 

(3) マイナスのインパクトは特に認められない。 

 

４－１－５ 自立発展性 （５段階評価：４） 

以下により、本プロジェクトの自立発展性は高いと判断される。 

 

(1) 本プロジェクトの実施に伴い、GOGCWS内部では、本プロジェクトを核に技術訓練分野

における既存の訓練コースを取り込んで、技術訓練の体系を再構築する動きが進められて

おり、再構築後には、訓練部のなかで独立性の弱かった技術訓練部門を、単独の部門とし

て独立させる方向で訓練部長が動いているところである。このような動きのなかで、訓練

部内での技術訓練部門にかかわる意思決定プロセスが整理されるとともに、技術訓練部門

の運営に必要な人材の配置や予算の確保などについて、より強固な基盤が作られていくも

のと期待される。ただし、調査時点においては、この動きがGOGCWSのなかではまだ実現

が確実なものになっているとの確証は得ることができなかった。 

 

(2) Ｃ／Ｐについては、本プロジェクトへの取り組み度合いに個人差があり、プロジェクト途

中での交代が見られた分野もあるが、大体において、よく訓練内容を理解し、自ら訓練コ

ースの講師となると同時に、訓練コースの見直しや新たな教材開発の能力も備わってきて

いるといえる。プロジェクト終了後もほぼ全員のＣ／Ｐが、現在のまま技術訓練部門の中心

メンバーとして残る予定であることから、協力期間終了後も彼らを中心に、当面は訓練セ

ンターを維持・運営し、かつ訓練コースを更に充実させていくことは可能であると考えら

れる。また、現在のＣ／Ｐ以外にも、本訓練コースの講師を担当している者がいるが、

GOGCWSではコースの内容、実施回数を増加させるため、講師数を増やすプログラムを計

画しており、訓練コースの自主運営に向けての体制が、より充実したものになっていくも

のと期待される。 

 

(3) プロジェクト資機材については、特に水質分析に係る試薬やガラス器具などの調達にお
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いて、エジプト国内製品には質的問題があり、一方で外国製品については品数や納期等に

問題があるなど、訓練コースの運営継続に困難な環境も見受けられるが、基本的には必要

な予算が配分されれば、おおむねコースの運営は可能なレベルである。また、資機材の維

持管理については、調査時点ではまだＣ／Ｐ自身が作業を行っている訓練分野もあるが、今

後は技術レベルに応じ、非常に高度な知識や技能が必要で、外部委託による維持管理が必

要なものやＣ／Ｐレベルで維持管理すべきものを除いて、テクニシャンに維持管理を任せる

方向で準備が進められており、既に、資機材の取り扱いのしっかりしたテクニシャンもい

るとの日本人専門家の評価がある。 

 

(4) 財政的な面では、調査時点においては2003年度予算要求作業中であり、将来的に本プロ

ジェクト関連にどの程度の予算が配分されるかは不明であった。しかし、過去の訓練関係

予算の推移を見ると、本プロジェクト開始以後、技術訓練関係予算が飛躍的に増加してい

る（プロジェクト開始前、1996年度１万1,211エジプトポンド→開始後、1998年度６万9,494

エジプトポンド）。また、訓練センター建物に関しては、すべてエジプト側の自己資金によ

り増改築を行った実績があること、及びこの訓練センターが実質的にGOGCWSの唯一の技

術訓練センターとして機能しており、技術訓練部門を訓練部のなかで独立した部門として

取り扱う動きがあることも含めた状況から、財政的側面においても、プロジェクト終了後

も本訓練センターに対し、予算割り当てが行われることは間違いないと考えられる。 

 

４－１－６ 阻害・貢献要因の総合的検証 

(1) 阻害・貢献要因を分析するベースとなる、プロジェクトの実施に関する事実、成果の要約 

    ① PDMにおけるプロジェクト目標の指標値は、調査時点でおおむね達成されている。実

習訓練率については、プロジェクト終了時点でも達成されないと予測されるが、プロジ

ェクトの自立発展性などからみて、将来的には達成可能と判断できる。ただし、計画分

野については、訓練コースの開発を行うかわりにGOGCWS幹部を対象としたセミナーを

開催する形とするなど、実態にあわせてPDMの内容を変更した。また、給配水管路管理

分野でも訓練対象者をテクニシャンレベルにまで拡大した。 

    ② 一部の供与機材は、調査時点でまだ使用されておらず、また、プロジェクト期間中に、

訓練コースの実施準備は整っても実施が難しいものや、訓練実施結果を基にした訓練コ

ースの改定作業を行うまでは、時間的に難しいものがある。 

    ③ 訓練機材の導入を含めて、訓練を将来的に継続していくことに必要な訓練施設、人材

が確保された（ただし、訓練予算については、調査時点で未確定である）。 

    ④ 訓練を実際に実施したＣ／Ｐ及び訓練生の感想は、おおむね非常に良好であり、訓練生
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には意識や態度の変化が見られる。 

    ⑤ GOGCWSのいうプロジェクト目標である「GOGCWSの職員パフォーマンスの改善」、

すなわちGOGCWSの各職場における業務指標の改善については、本プロジェクトの実施

効果だけでは達成できない。また、達成には今後かなりの期間が必要であることからも、

現時点で達成度を評価することはできない。 

 

(2) 効果発現に貢献した要因（［ ］内に(1)の要約事項との関連を示す） 

・日本・エジプト共同で訓練ニーズ調査を実施し、その結果に基づいて訓練機材の選定及

びプロジェクトサイトの変更が行われたことによって、訓練ニーズに見合った十分な機

材を導入して、訓練内容をより充実させることが可能になり、また、訓練施設の集中的

な配置によって、より機能的な訓練を実施できるようになった。このことが、プロジェ

クト後半のスムーズな進捗につながるとともに、訓練ニーズ調査やサイト変更に関する、

日本人専門家とＣ／Ｐとの共同作業を通じて、また、プロジェクト建物については、エジ

プト側の資金で整備されたことからも、Ｃ／Ｐのプロジェクトへの関与度合いが深まり、

日本・エジプト双方の相手国理解とエジプト側による主体的なプロジェクト運営を促進

することにつながった。［①、③］ 

 

・職員訓練の強化によって業務改善を図ることがGOGCWSの重要方針であることは、プロ

ジェクト期間中変わりがなかった。健康上の理由で途中交代した１名を除き、当初から

のＣ／Ｐは全員が現在もそのまま勤務しており、プロジェクト終了後も技術訓練の中心メ

ンバーとして残る予定である。［③、⑤］ 

 

・訓練コース教材開発の方法として、教材の操作や維持管理の手順を写真入で詳細に解説

したマニュアルの作成や、現地で実際に使用されている機材の導入、また、水質分析の

手順を分かりやすくフローシートに整理したものを作成するなど、様々な工夫を行った。

［④］ 

 

(3) 問題点及び問題を惹起した要因（［ ］内に(1)の要約事項との関連を示す） 

・プロジェクトサイトの変更によって、日本人専門家の派遣、訓練機材の導入、訓練コー

ス開発の開始が大きく遅れた。この結果、訓練機材の導入や訓練コース開発がプロジェ

クト後半に集中し、プロジェクト関係者の努力によってPDMのプロジェクト目標の指標

値はおおむね達成されたものの、プロジェクト全体としての業務進行のバランスを欠き、

効率性の点では問題があった。なお、プロジェクト開始以前に行われた長期調査の内容
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を充実させることで、サイト変更のような大きな軌道修正を避けることができた可能性

があったと考えられる。［②］ 

 

・サイト変更の影響やプロジェクト期間中のアメリカ合衆国本土でのテロ事件発生、専門

家のリクルートが困難であったことなどによって、日本人専門家の派遣時期と訓練機材

の選定時期あるいは機材のプロジェクト現場への到着の時期がずれた。こうしたことか

ら、分野の異なる専門家が機材選定を行うこともあり、選定された機材がミスマッチで

あった場合には後任専門家が追加機材を持ち込んだり、短期専門家が機材到着にあわせ

て任期を延長して対応することもあった。また、訓練機材の選定、導入においては「３－ 

５ 分野別現状及び問題点」に示すとおり、様々な問題点が見られた。［②］ 

 

・計画、浄水分野においては、これらの分野に関連するGOGCWSの組織構成が十分でなか

ったり、当該技術分野に関する業務内容が、日本人専門家のもつイメージと食い違って

いるなどして、Ｃ／Ｐや訓練対象者がなかなか定まらなかった。また、給配水管路管理分

野においても、当該分野で訓練対象となるエンジニアの数が少ないため、当初はエンジ

ニアのみであった訓練対象者をテクニシャンまでに拡大した。［①、②］ 

 

・GOGCWSのいうプロジェクト目標達成のためには、職員の技術訓練だけでなく、「３－５－６

分野全体についてのコメント」に示す各種条件の改善などのため、GOGCWSの努力とそ

れらの改善に要する長い期間が不可欠である。この点については、多くの技術分野にか

かわるこの種の総合的な訓練プロジェクトにおける効果発現のひとつの限界と考えられ

る。［⑤］ 

 

(4) その他 

多くの日本人専門家が、エジプト人技術者には一般的に、期限を決めて物事を計画的に

進める感覚に乏しい、プライドは高いものの技術、理論などを正確に理解しておらず、応

用がきかない、技術情報を個人で独占して他人より優位に立とうとするなどの傾向が見ら

れることを指摘している。 

GOGCWSの組織としても、上層部に権限が過度に集中して予算執行などに小回りがきか

ない、業務の縦割りが激しく横の連携に乏しい（人事異動についても、いくつもの部署を

総合的に経験するものは少ない）、労働成果が昇進、昇給につながるようなシステムに乏し

いため、事務スタッフの労働意欲が低いなどの状況がある。 

これらの点については、エジプト人社会一般に見られ、本プロジェクトの進行において
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も少なからぬ苦労の種になった。しかし、こうした点は、エジプトに限らず、途上国全般

にも見られる事項でもある。また、本プロジェクトの場合、GOGCWS訓練部内で、技術訓

練部門が独立していなかったため、GOGCWSのプロジェクト関連予算や関連職員の配置に

ついて、調整の難しい場合があった。 

 

４－２ 結 論 

プロジェクト前半におけるプロジェクトサイト変更の影響が大きく、成果面での進捗は大幅な

遅れをみせたが、プロジェクト関係者の努力によって後半の追い込みがめざましく、プロジェク

ト終了時点ではPDM上のプロジェクト目標の指標値はほとんど達成される見込みである。

GOGCWSのいうプロジェクト目標（各種業務指標値の改善）の達成については、具体的数値で実

証されるためには時間を要し、外部条件の推移も見極める必要があるが、評価５項目による評価

においては、妥当性、有効性、インパクト、自立発展性の評価は高い。効率性についても、従来

的見地からは高いとは言いがたいが、効率性を低下させたプロジェクトサイトの変更そのものが、

結果として、インパクト、自立発展性更には有効性をも高めた要素をもっているといえる。これ

らを総合的に勘案すれば、結論として、このプロジェクトは概して成功であったといえる。 
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第５章 提言と教訓 
 

５－１ 提 言 

５－１－１ プロジェクト終了に向けての課題 

本プロジェクトは、設定されたPDM指標値をプロジェクト期限内におおむね達成し、エジプ

ト側で訓練コースの企画運営を自立して行い得るレベルに達したと認められる。 

今後プロジェクト終了までの間にプロジェクト期間中の成果を整理するとともに、プロジェ

クト終了後の訓練の課題及びその解決に向けた検討の方向性についても、日本・エジプト双方

で話し合い、整理しておくことが望まれる。 

現時点で終了に向けての課題として確認される主な事項は次のとおりである。 

(1) 訓練コース全体に占める実習率の向上 

(2) 機材の調達、維持管理体制の確立 

 1) エジプト国内調達の困難な消耗品、部品等（水質関連の試薬、ガラス器具等）の補充

体制の確立 

 2) 原子吸光光度計等高度な技術を要する機材についての現地代理店との維持管理契約の

締結 

 3) 大カイロ上水道庁（GOGCWS）では機材の維持管理作業を現在のエンジニアからテク

ニシャンへの移行を計画しているが、そのための十分な技術移転 

 

５－１－２ 協力延長とフォローアップについて 

本プロジェクトは終了時までに、PDMで設定された指標は実習率を除き、すべて達成される

と見込まれる。実習率についてもその向上に向けた努力はエジプト側の視野に入っており、将

来的な目標達成については特に問題ないと考えられる。 

また、エジプト側技術訓練全体としての体系及び内容の見直しと、訓練実施組織の見直しが

開始されていることを含め、エジプト側での技術訓練の位置づけがより強固なものになりつつ

あり、本プロジェクト終了後も、エジプト側が自立して技術訓練を行っていくことに関しても

問題ないと考えられる。 

したがって、終了後も含めて今後の本プロジェクトの推移を一定期間モニタリングしていく

ことは必要であるが、本プロジェクトの延長又はフォローアップの必要はないと思われる。 

 

５－１－３ 今後の長期的な課題 

(1) プロジェクト目標（業務指標の改善）の達成に向けた努力 

技術訓練を通じた業務改善というGOGCWSのプロジェクト目標は、訓練そのものだけで
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達成されるものではない。訓練生が訓練の成果を職場にもち帰り、日常業務に実際に生か

すことが必要であり、そのためには各職場において、訓練生がその成果を生かせるような

業務実施体制や、必要な機材の整備に向けてのGOGCWSの努力が必要である。 

例えば、漏水防止のようなテーマでは、単に漏水が発見された個所の修理を行うにとど

まらず、各ネットワークセンターに、実際に漏水調査機材を配備して、計画的な漏水調査

と漏水個所の修理又は管路そのものの更新を行わなければ、業務指標のひとつである漏水

率を減少させることは困難である。したがって、漏水防止に限らず機械・電気設備の補修

など他のテーマでも、業務指標改善のためには、このように組織的な業務実施体制の整備

と財源手当てをもったプロジェクトを、別途組み立てることが重要な場合が多い。 

また、訓練の成果が業務改善に具体的にどう反映されたかについて、評価できるような

データを日常的に収集し積み重ねることや、訓練の成果を職場で実践した結果を訓練コー

スの改定や新規開発にフィードバックし、訓練コースをプロジェクト目標の達成に向けて、

更に充実させていくことが望まれる。 

 

(2) 水道計画及び浄水分野の訓練コース組み立て及び各分野における新たな課題の発見と新

しい訓練コースの開発 

水道計画及び浄水の両分野においては、プロジェクト開始時点でのエジプト側の関心は

薄かったが、実施の過程を通じて重要性の認識が高まってきている。これら両分野におけ

る訓練コースの組み立てや、その他の分野においても、新たな課題の発見と新しい訓練コ

ースの開発に対して、プロジェクト終了時までに、日本人専門家の的確なアドバイスが行

われると同時に、終了後のモニタリングによってその成果を確認することが望ましい。 

 

(3) 訓練実施体制の強化 

GOGCWSでは現在、技術訓練分野の強化を主眼として組織の見直しが行われている。今

後この組織の見直しとも連動して、人的、物的、資金的なすべての面で訓練実施の基盤が

更に強固なものになっていくことが期待される。また、今後もセミナー開催時のような

GOGCWS幹部の議論の機会を作ることによって、本プロジェクトに対する理解を深めるこ

とができるとともに、プロジェクト運営に関する予算の確保や職員配置の手当てなど、プ

ロジェクトの運営基盤をより確かなものにしていくことにも効果があると考えられる。 

訓練コースの実施方法については、エンジニアとテクニシャン、ワーカーの間に職制上

の作業分担もあることから、日本人専門家が指摘するように、場合によっては、講師側に

テクニシャンを取り込んだ方法について検討が必要と考えられる。また、同様に担当業務

の細分化から、Ｃ／Ｐは日常業務の細かな部分（ファイル管理、消耗品や参考書類購入の手
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配など）の経験がなく、そうした業務を代行する気もないため、スタッフを巻き込んだ改

善の努力が必要である。 

 

(4) 現地国内研修、第三国研修実施機関としての発展 

本プロジェクトはエジプト内外に反響を呼んでおり、見学や研修施設利用の申し込みが

あり、その対応の実績も出てきている。 

こうした動きから、将来的には本プロジェクトの訓練センターはアラブ世界を中心とし

た第二国、第三国研修機関となり得る可能性ももっているといえる。そのためには、

GOGCWSとしての更に充実した訓練体制が必要なことは当然であるが、将来的には訓練セ

ンターが、本格的に現地国内研修、第三国研修機関としての機能を果たすものになること

が期待される。 

 

５－２ 教 訓 

(1) プロジェクトの組み立て方式について 

本プロジェクトにおいては、当初予定されたプロジェクトサイトの変更がプロジェクトの

効率性を下げる結果となったが、一方でサイト建設や機材調達の段階から日本人専門家とエ

ジプト側Ｃ／Ｐが、訓練コースのより効果的な実施のための議論を重ねたことによって相互理

解が促進されるとともに、エジプト側Ｃ／Ｐのプロジェクトへの関与が深まり、その結果とし

てＣ／Ｐの意識改革を含めて多大なインパクトを得たことについて、エジプト側は大きな評価

をしている。 

このことから、プロジェクトの短期的な効率性のみを追求するならば、日本側が施設を含

めてすべての枠組みを用意する方式が考えられるが、本件のようにプロジェクトの期間中に

相手国側と協議を重ねながら決定していくという方式も実行可能であり、かつそれなりに意

義のあることが示唆される。ただし、プロジェクトの組み立てとしていずれの方法が適当で

あるかどうかは、個々のプロジェクトの状況で変わるものであって一概にはいえない。基本

的には、できるだけ柔軟に相手国側もプロジェクト内容の決定に参加できる体制であること

が望ましいが、そのような体制をとることは、プロジェクト期間や目標値の設定に影響を与

えるものでもあり、実施協議以前の段階で十分に検討されることが肝要である。 

また、訓練の成果としての業務改善を優先するならば、今回のようないろいろな技術分野

にまたがる総合的な訓練プロジェクトよりも、分野を限定して、訓練実施と実際の職場への

機材投入等とを組み合わせたプロジェクト構成が有効と考えられる。 
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(2) 事前調査の充実 

効率性の見地からは、事前調査を充実させて、プロジェクト開始後に大きな変更が起こら

ないようにする必要があるということがひとつの教訓といえる。また、事前調査参加者は、

できる限り実際に専門家として派遣される者がよいということは、多くの日本人専門家が指

摘するところである。 

 

(3) 訓練機材の選定及び導入について 

「３－５ 分野別現状及び問題点」で述べたように、本プロジェクトにおいても、訓練機

材の選定、導入における様々な問題点が見られた。訓練機材に齟齬があるとプロジェクト進

行上の支障が大きいので、事前調査を十分に行うとともに、機材の選定者にはできる限り実

務経験者をあてる必要がある。 

 

(4) プロジェクト目標及び上位目標の設定について 

本プロジェクトのプロジェクト目標及び上位目標はプロジェクト途中で変更されたが、プ

ロジェクト目標の解釈が日本側とエジプト側で異なっており、また、上位目標もこの種の訓

練プロジェクトとしては大きすぎるきらいがある。本プロジェクトのプロジェクト目標を上

位目標とし、プロジェクト目標のPDM指標値をプロジェクト目標にする程度が、現実的と考

えられる。 

 

(5) プロジェクト進行における安易な妥協の排除 

本プロジェクトにおいては、プロジェクトサイトの変更に関連して、エジプト側資金によ

るプロジェクト建物等の整備が行われたが、プロジェクトの進行においては、成果をあせる

あまり、日本側が資金や労力の提供について過度の妥協をしない態度も、相手国の自立を促

すうえで有用である。 

 

(6) Ｃ／Ｐ日本研修について 

Ｃ／Ｐが参加した国内集団研修の研修内容は、水道技術すべてを含んだ一般的・総合的なも

のであり、実習を含めて水道技術の各分野に特化した研修コースの実施を望むＣ／Ｐのニーズ

と、必ずしも一致しないものがあった。この点に関しては、現在国内で実施されている集団

研修コースを本プロジェクトのようなＣ／Ｐ研修にあてることについての限界もあることか

ら、集団研修に加えて、一部個別研修により、Ｃ／Ｐのニーズをカバーするような研修プログ

ラムを組む（実際に本プロジェクトでもいくつかの試みが行われた）など、研修員のニーズ

にあわせた柔軟な対応を今後も検討していくことが望ましい。 
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４．評価グリッド・調査結果表 

５．PDM（PDM1、PDM2、PDM3） 

６．アンケート調査結果 

７．収集文献・資料一覧 
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１．調査日程 

 

日順 月日(曜) 国包団長 宮内団員・小森団員 監物団員 

１ 1/28（月） 10:50 成田発（LH711） 

２ 1/29（火） 15:30 カイロ着（LH588） 

３ 

1/30（水） 

 9:00  JICAエジプト
事務所 

10:30 モストロッドサ
イト調査 

４ 1/31（木） 
 9:30 モストロッド調

査 

５ 2/ 1（金） 資料整理 

６ 2/ 2（土） 

 

資料整理 

７ 2/ 3（日） 
関空(宮内LH741)・成田
(小森LH771)発 

 9:30 モストロッド調
査 

８ 2/ 4（月） 15:30 カイロ着（LH590） 
 9:30 モストロッド調

査 

９ 
2/ 5（火） 

 9:30 JICAエジプト事務所・監物団員調査中間
報告 

10:30 モストロッド・専門家チームとの協議 

10 2/ 6（水）  9:30 モストロッド調査 

11 2/ 7（木） 

 

 9:30 モストロッド調査 

12 2/ 8（金） 10:50 成田発（LH711） 資料整理 

13 2/ 9（土） 
15:30 カイロ着 

（LH0590） 
資料整理 

14 2/10（日） 
 9:30 JICAエジプト事務所・調査団員中間報告 
10:30 モストロッド調査・ミニッツ協議・研修参観 

15 2/11（月）  9:30 ミニッツ協議・ミニッツ作成 

16 
2/12（火） 

10:00 合同調整委員会（於：アメリア浄水場） 
12:00 国包団長セミナー（於：アメリア浄水場） 
16:00 日本大使館報告 

17 
2/13（水） 

10:00 ミニッツ署名・交換 
12:30 JICAエジプト事務所報告 
14:30 団長主催昼食会（於：カバブギー／ゲジラシラトン） 

18 2/14（木）  5:05 調査団員カイロ発（LH593） 

19 2/15（金） 成田（国包・小森・監物）・関空（宮内）着 
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２．主要面談者 

 

〈エジプト側〉 

１）大カイロ上水道庁（General Organization for Greater Cairo Water Supply：GOGCWS)、本庁Head 

Office 

Gen. Eng. Hassanen Haafez El Shahaway Chairman 

Eng. Mohamed Abdel Zaher Technical Vice Chairman 

Eng. Adel Ramadan Undersecretary of Plant Dept. 

Eng. Ali Abdel Maksoud Undersecretary of Project Dept.  

Eng. Mahamoud Abo Khalaf Director General, Training Dept.  

 

２）大カイロ上水道庁（GOGCWS）、プロジェクトカウンターパート 

Eng. Mahamoud Abo Khalaf Project Supervisor, Water Supply Planning 

Eng. Reda Kamel Project Manager, Water Supply Planning/ 

 Water Quality and Treatment Process 

Eng. Khalil Abdel Sayed Mechanical Installations 

Eng. Sayed Khalil Osman Electrical Installations 

Chem. Sayed Abdel Hamed Water Quality 

Eng. Mahmoud Abdel Kader Mechanical Installations 

Eng. Mohamed Shawky Electrical Installations 

Chem. Medhat Mohamed Water Quality 

Eng. Mamdouh Saad Piping and Service 

Eng. Esmat Hassanen Atla Piping and Service 

Eng. Sayed Hafez Adam Piping and Service 

 

〈日本側〉 

３）在エジプト日本大使館 

竹村 淳一 一等書記官 

 

４）JICAエジプト事務所 

岩間 敏之 次 長 

宇多 智之 プロジェクト担当 

Mr. Wael M. Yehya プロジェクト担当 
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５）水道技術訓練向上計画 JICA専門家 

長期専門家 

小林 三樹 チーフアドバイザー（チームリーダー） 

岡山 治一 浄水・水質 

加賀田 勝敏 電気・機械設備維持管理 

松田 弘 給配水管路管理 

大熊 浩 業務調整員 

短期専門家 

梅野 守 電気設備維持管理 
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４
．
評
価
グ
リ
ッ
ド
・
調
査
結
果
表

 
評価項目 調査項目 必要な情報・データ(指標） 情報源 調査方法 調査結果 

プロ目、上位目
標はエジプト
の開発政策に
合致している
か 

・国家社会経済開発計画における水道事
業、水道技術訓練の位置付け 
・上記を含めプロジェクト開始から現在
までにプロジェクトの方向性に影響を
与えるような、政治的・社会的変化は
あったか。 

国家経済社会
開 発 計 画 、
GOGCWS開発
計画（関連部分
のみ） 

資料レビュー、
実施機関イン
タビュー 

全国総人口の25％（約16百万人）をしめ、なお年率3.3％の高い増加
率を示す大カイロ圏の給水能力拡大とそれをになうGOGCWSの経
営改善は国家の重要政策であり、そのために、職員研修を強化し、
業務の改善をはかることはGOGCWSの重要な方針であり、本プロジ
ェクトの上位目標、プロジェクト目標はエジプトの開発政策に合致
している。 

プロ目は、ター
ゲットグルー
プのニーズに
合致している
か 

・実施機関の訓練計画 
・上記を含めプロジェクト開始後プロジ
ェクトの方向性に影響を与えるような
実施機関の方針の変更があったか 

実施機関の訓
練計画 

資料レビュー、
実施機関イン
タビュー 

・GOGCWSのライハ（国家評議会によって承認された国営企業の内
部規則書）では一貫して訓練の重要性が強調されている。訓練年
次計画は会計年度は７月１日から翌年８月31日までであるが、７
月を準備期間とはり毎年８月から翌年６月までを訓練年度として
作成される。各訓練センターの年次計画は訓練センターが起案し、
訓練部長をへて総裁を長とし技術担当副総裁、財務担当副総裁を
メンバーする訓練委員会によって訓練内容、予算等が審議、承認
される。 

プロ目、上位目
標は我が国の
援助方針に合
致しているか 

・プロジェクト開始後プロジェクトの方
向性に影響を与えるような日本政府あ
るいはJICA本部の方針の変更はあっ
たか 

援助方針、国別
事業実施計画 資料レビュー 

基本的社会インフラである水道事業の技術向上は我が国の援助方針
に合致する 

公平性の観点
から妥当であ
るか 

・TG以外への波及性 
四半期報告書 
実施機関、専門
家 

資料レビュー 
インタビュー 

効果の受益は直接的にはGOGCWS職員（ターゲットグループ）であ
るが、上位目標を通じて、大カイロ圏住民全員に波及効果が及ぶ 

妥当性 

他のプロジェ
クト（各国や日
本の他の援助
プロジェクト
等）との整合性 

・他のプロジェクトとの重複、補完状況 
プロジェクト
報告書 
実施機関 

 

１．GOGCWSの訓練部門に対する本件以外の外国支援としては、
1993開始のUSAIDによるMTSSプロジェクトがあるが、これは経
営・組織強化が中心であり、本プロジェクトは実習を主体とする
現場の技術訓練であって競合はせずむしろ相乗効果が期待出来
る。 

２．日本はギザ市において３件の上下水道整備計画、またカイロ市
においてアミリア浄水場施設改修計画の無償資金協力、更には三
次にわたり大カイロ水道改善計画に対する有償資金協力をいずれ
もGOGCWSを実施機関として実施しているがこれらの施設が有
効に活用されるためにも、本プロジェクトは有意義である。 
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日本の技術の
優位性はある
か 

・日本の技術はエジプト（実施機関）の
ニーズに応えるものか 

専門家 
実施機関 インタビュー 

機材を使っての実技訓練はGOGCWSがもっとも必要としたもので
あるにも拘わらず機材・人材等の不足からこれまで殆どなされてお
らずまた他ドナーも組織的支援はしていなかった分野である。機材
を使用しての実技訓練のベースとなる水道技術自体は日本には十分
なものがあり、また訓練内容の組み立てに関するノウハウもこれま
でのタイ、インドネシア等における水道技術訓練センタープロジェ
クトの経験による蓄積があり、本プロジェクトでもそれらの技術が
有効に活用されている。ただし、それらの技術及びノウハウについ
ては、エジプトの水道事情等にあわせたものにアレンジされる必要
があり、供与機材には現地調達品を有効に組み合わせるなどの工夫
も見られるが、一部の機材については、現在のエジプトの水道技術
の状況や消耗品、予備品の調達の事情からみて、レベルが高すぎる
と見られるものや現地製品との組み合わせに調整を要するものがあ
り、プロジェクト期間内では十分な活用が困難なものもあった。 

プロジェクト
の実施により
GOGCWS の 職
員のパフォー
マンスが改善
されたか 

・プロジェクト目標の達成の度合いは、
期待された効果であったか。 

プロジェクト
記録 
実施機関 

資料レビュー 
実施機関イン
タビュー、ア
ンケート 

・PDMにプロ目の指標として記載された項目は達成されているが。
GOGCWSがいうperformanceの向上が具体的数字としてあらわれ
るためには、訓練内容が実際の職場で活用される必要があり、そ
のためにはGOGCWSが機材、業務態勢等を整備する必要があり、
調査時点ではまだ目に見えた数字となってあらわれていない。し
かしながら訓練参加者の意識態度には明らかな変化が見られ、近
い将来具体的数字となってあらわれることが期待される。 

GOGCWS 職員
は自主的な動
機付けに基づ
き訓練コース
に参加してい
るか 

・訓練参加者の参加動機 
訓練参加者実
施機関関係者
専門家 

アンケート、
インタビュー
インタビュー
インタビュー 

・各浄水場とも技術者の数は少なく、一般に多忙であり、上司から
の指示がなくては訓練に参加しにくい事情もあり、訓練参加者の
参加動機は自発的なものではなく上司からいわれての参加となっ
ているが、コース終了後のアンケートでは一様に参加できたこと
を喜び、また別のコースにも参加したいと述べている。 

有効性 

プロジェクト
の成果以外に
目標の達成に
影響を与えた
要因 

・促進要因 
・阻害要因 

四半期報告書 
専門家、Ｃ／Ｐ、
実施機関関係
者、 

資料レビュー 
関係者インタ
ビュー、アン
ケート 

・まだ日が浅いため表には出ていないが、実際の現場ではperformance
の改善に必要な機材をそなえていないところもあり、現場におけ
る機材の不足が将来阻害要因となる可能性がある。 

効率性 

投入された資
源量に見合っ
た成果が達成
されているか 

①成果の達成度合いの適性度 
②投入（人、資機材、資金等）の活用度 
③投入のタイミングの適性度 
④投入の規模や質は他の類似案件との
比較において適切といえるか 

⑤もっと早く、効率的に実施できる手段
はなかったか 

・四半期報告書
①②③ 

・専門家①②④
⑤ 

・Ｃ／Ｐ②③ 
・実施機関③④
⑤ 

資料レビュー
①②③ 
インタビュー
①②③④⑤ 
直接観察② 
アンケート②
③ 

・全 般 
プロジェクト開始後にプロジェクトサイト変更問題が発生したこ
とに関連して訓練コース開発関連の活動及び専門家・機材の投入
が後半に集中し、プロジェクト期間中の業務進行のバランスを欠
き、効率性が十分であったといえない面がある。しかしこのサイ
ト変更によって、より充実した機能的なくんれんの実施が可能に
なり、結果としては、日本側が投入した長期専門家、短期専門家、
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日本の技術の
優位性はある
か 

・日本の技術はエジプト（実施機関）の
ニーズに応えるものか 

専門家 
実施機関 インタビュー 

機材を使っての実技訓練はGOGCWSがもっとも必要としたもので
あるにも拘わらず機材・人材等の不足からこれまで殆どなされてお
らずまた他ドナーも組織的支援はしていなかった分野である。機材
を使用しての実技訓練のベースとなる水道技術自体は日本には十分
なものがあり、また訓練内容の組み立てに関するノウハウもこれま
でのタイ、インドネシア等における水道技術訓練センタープロジェ
クトの経験による蓄積があり、本プロジェクトでもそれらの技術が
有効に活用されている。ただし、それらの技術及びノウハウについ
ては、エジプトの水道事情等にあわせたものにアレンジされる必要
があり、供与機材には現地調達品を有効に組み合わせるなどの工夫
も見られるが、一部の機材については、現在のエジプトの水道技術
の状況や消耗品、予備品の調達の事情からみて、レベルが高すぎる
と見られるものや現地製品との組み合わせに調整を要するものがあ
り、プロジェクト期間内では十分な活用が困難なものもあった。 

プロジェクト
の実施により
GOGCWS の 職
員のパフォー
マンスが改善
されたか 

・プロジェクト目標の達成の度合いは、
期待された効果であったか。 

プロジェクト
記録 
実施機関 

資料レビュー 
実施機関イン
タビュー、ア
ンケート 

・PDMにプロ目の指標として記載された項目は達成されているが。
GOGCWSがいうperformanceの向上が具体的数字としてあらわれ
るためには、訓練内容が実際の職場で活用される必要があり、そ
のためにはGOGCWSが機材、業務態勢等を整備する必要があり、
調査時点ではまだ目に見えた数字となってあらわれていない。し
かしながら訓練参加者の意識態度には明らかな変化が見られ、近
い将来具体的数字となってあらわれることが期待される。 

GOGCWS 職員
は自主的な動
機付けに基づ
き訓練コース
に参加してい
るか 

・訓練参加者の参加動機 
訓練参加者実
施機関関係者
専門家 

アンケート、
インタビュー
インタビュー
インタビュー 

・各浄水場とも技術者の数は少なく、一般に多忙であり、上司から
の指示がなくては訓練に参加しにくい事情もあり、訓練参加者の
参加動機は自発的なものではなく上司からいわれての参加となっ
ているが、コース終了後のアンケートでは一様に参加できたこと
を喜び、また別のコースにも参加したいと述べている。 

有効性 

プロジェクト
の成果以外に
目標の達成に
影響を与えた
要因 

・促進要因 
・阻害要因 

四半期報告書 
専門家、Ｃ／Ｐ、
実施機関関係
者、 

資料レビュー 
関係者インタ
ビュー、アン
ケート 

・まだ日が浅いため表には出ていないが、実際の現場ではperformance
の改善に必要な機材をそなえていないところもあり、現場におけ
る機材の不足が将来阻害要因となる可能性がある。 

効率性 

投入された資
源量に見合っ
た成果が達成
されているか 

①成果の達成度合いの適性度 
②投入（人、資機材、資金等）の活用度 
③投入のタイミングの適性度 
④投入の規模や質は他の類似案件との
比較において適切といえるか 

⑤もっと早く、効率的に実施できる手段
はなかったか 

・四半期報告書
①②③ 

・専門家①②④
⑤ 

・Ｃ／Ｐ②③ 
・実施機関③④
⑤ 

資料レビュー
①②③ 
インタビュー
①②③④⑤ 
直接観察② 
アンケート②
③ 

・全 般 
プロジェクト開始後にプロジェクトサイト変更問題が発生したこ
とに関連して訓練コース開発関連の活動及び専門家・機材の投入
が後半に集中し、プロジェクト期間中の業務進行のバランスを欠
き、効率性が十分であったといえない面がある。しかしこのサイ
ト変更によって、より充実した機能的なくんれんの実施が可能に
なり、結果としては、日本側が投入した長期専門家、短期専門家、
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上位目標達成
の見込み 上位目標達成の見込み、条件 GOGCWS 計

画、実施機関 インタビュー 

・現在GOGCWSでは５箇所の浄水場の拡張工事を実施中である。不
用水問題（漏水等）の解決と需要抑制策（料金政策を含む）及び
浄水管理強化策の確立を条件にエジプトの基準での安全で十分な
飲料水の供給という上位目標は達成可能である。 

カイロ以外の
地域への影響 カイロ以外での水道技術向上への影響 

実施機関 
専門家 インタビュー 

・ヘルワン大学、財務省等GOGCWS以外からの要請により研修生を
受け入れた。またUSAIDが上エジプト地域の漏水対策セミナーを
行った際、当研修所において漏水対策機器を見学する等、機材を
使っての水道技術実習ができる施設がエジプトでは少ないため
GOGCWS以外の研修にも役立っている。 

GOGCWS 職員
の生活にどの
ような影響を
及ぼしたか 

訓練生の勤務態度や生活に影響はあっ
たか 

訓練生 
実施機関 

インタビュー、
アンケート 

・訓練生は訓練参加前と比較して、知識・技術の習得だけでなく、
それらの知識・技術に関連して自らの職場における課題の認識と
それらの課題解決に向けての努力の必要性について意識や取り組
み態度の工場が見られる者が多い。 

・Ｃ／Ｐはプロジェクト期間中にGOGCWSのコアトレーナーとして
の内部資格を全員が取得している。また、研修で訪日したＣ／Ｐ
のうち二人が自費でデジカメを購入し教材の作成に生かすなど勤
務態度に高い積極性が見られる。 

 
 
インパクト 

実施機関の組
織や関連制度、
財政、技術変革
等への影響は
あったか 

・当訓練センターはプロジェクト終了後
GOGCWS内の恒久的組織として存続
することになるのか、組織図上の位置
付け、予算、人員はどのようになる見
込みか・GOGCWSの収入、支出その他
に本プロジェクトの影響と見られる変
化はあったか 

実施機関専門
家 

インタビュー、
アンケート 

・本プロジェクトは実施機関の技術訓練に対し訓練思想の転換とも
いうべき大きな影響を与えた。すなわち過去エジプトでは外国の
援助等により外国人が計画し、建設した浄水場をうまく運転する
ことが技術訓練の主目的であり、機械分野においてはポンプ等の
機械のことだけ知っていればよく、電気分野においてもモーター
等電気品のことだけ知っていればよいという考えであったが、本
プロジェクトにより水道事業に従事する技術者は水のことを知ら
なければならないという認識が芽生え、水道工学、あるいは衛生
工学といったこれまでなかった概念がうまれてきており、既存の
コースもこの主旨での内容見直しが始まっている。・本プロジェク
トで設立されたモストロッド技術訓練センターはGOGCWS訓練
部において他ドナー支援によるキットカット事務系訓練センター
と双璧をなすものと意識され、訓練部内において技術訓練部門の
位置づけを高めるための組織改革が進められようとしている。こ
れにより、技術訓練部門への予算・人員の割り当てがより拡充さ
れることが期待される。 
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その他波及効
果を含め、予想
された或いは
予期しなかっ
たプラス、マイ
ナスの影響は
あったか 

・ 
実施機関 
専門家 

インタビュー、
アンケート 

・訓練生が実際に機材にふれることができる本プロジェクトの研修
はエジプトにおいて画期的なものであり、このためGOGCWSでは
本プロジェクトをPR活動に使用し、時によっては参観者のための
模擬訓練まで行われている。これは実際の訓練計画の実施の障害
となるマイナス面もあるが訓練センターに対する各方面の認知度
を上げるというプラス要因もある。 

政策支援の継
続（見込み） 

・開発計画における水道事業の位置付
け・GOGCWSにおける技術訓練の位置
付け 

実施機関 インタビュー 
開発計画における水道事業の位置付け、GOGCWSにおける技術訓練
の位置付けはいずれも極めて高く、政策的支援の継続は期待できる。 

活動を円滑に
実施するに足
る組織能力は
あるか 

・人材配置の適性度 
・訓練生の定着度 
・予算の確保、財政支援の継続性 
・モニタリングと意志決定の仕組み 

・四半期報告書 
・実施機関 
・専門家 

資料レビュー
インタビュー 

・訓練内容が水道技術という特殊性の高い分野であり、かつ訓練レ
ベルもエジプトの水道事情にあわせた実務の改善に焦点を合わせ
たものであって先端技術のような内容をあまり含まないことから
（本プロジェクトの訓練にGOGCWSからの人材流出につながる
ような内容はあまり含まれていない）、現在のところ訓練生の定着
度は極めて高い。また、GOGCWSにおいて自ら大きな予算を支出
した技術訓練センター立ち上げの重要性についての認識は高く、
Ｃ／Ｐの本プロジェクトへの参加意識も極めて高いことから、プロ
ジェクト当初に配置されたＣ／Ｐは１名を除き全員がプロジェク
ト終了後も当該センターに留まることから、プロジェクト終了後
も当面訓練センターの活動を支える人材は確保されているといえ
る。 

・８月以降の組織、人員、予算、については現在年次訓練計画作成
にとりかかった段階でまだ何も決まっていないが本プロジェクト
の開始以後技術訓練予算が飛躍的に増加してきている事などから
予算の配分継続は間違いないと考えられる。 

・以上今後、組織、人員、予算の拡充が期待される。 

 
自立発展性 

技術の定着度 
・訓練を継続する技術はＣ／Ｐに定着し
ているか 

・資機材は適切に維持管理されているか 

・四半期報告書 
・実施機関 
・専門家 

インタビュー 

・Ｃ／Ｐは、総じて訓練内容を理解し、講師として訓練も実施しかつ
機材の維持管理を行うなど、訓練を継続できる技術を身につけて
いる。また訓練テーマについてはＣ／Ｐと日本人専門家がプロジェ
クト期間中に話し合いながら決定して来ており、多くの部分が
Ｃ／Ｐ発案によるものである。また訓練機材についてもＣ／Ｐが現
地製品を導入したり、自作したものを用いたりするなどの工夫も
見られることから新たな技術テーマが生じた場合の訓練計画策定
の能力も備えてきていると考えられる。 
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６．アンケート調査結果 

 

カウンターパート（Ｃ／Ｐ）へのアンケート結果 

 

添付用紙によりカウンターパートアンケートを実施し、７名より回答を回収した。記述式のアン

ケートで回答を得られなかったカウンターパートからは後日聞き取り調査にて意見を聴取した。

回答内容は以下の通りであり、本プロジェクトの結果及び経緯に対し高い満足度を示している。 

 

(1) プロジェクトに対する全体的評価 

Excellentが４名、Goodが３名、５点法で平均すると4.57となる。以下のような理由が挙げら

れた。 

Excellent 

!"当初思ったより遙かに大きな成果が上がった。（当初はアミリア浄水場のラボに入る程度

の機材を入れそこでやれる程度の研修と考えた。） 

!"自分は機械のことは知っているつもりであったが、単にポンプが回ればよいのでなく、

水処理プロセス、計測器等これまで教えられなかった分野を学び、適性運転の考えを学

んだ。 

!"今までも講師をやっていたが今回の教材はすばらしく、研修生たちの意欲を高め、理解

度もあがっている。 

!"目で見て手でさわれる研修はすばらしい。 

Good 

!"全般的にはよかったが原子吸光分析等高度な実習ができなくて残念である。顕微鏡用ス

クリーンつきカメラも必要である。 

!"管路の研修ができるようになったのは良かった。機材もよい。 

!"全体としてはよいがガスクロマトグラフのような最新機器の実習ができなくて残念であ

る。 

 

(2) 日本人専門家に対する評価 

専門技術、指導方法、コミュニケーション、人間関係、業務取組姿勢すべての面で絶賛され

ている。 

 

(3) 経験を今後どう生かすか 

全員がGOGCWSにとどまり、GOGCWSの中でこの経験を生かしていきたいとしている。水道

技術という特殊分野であり、国内にはそれを生かせる場が他にあまりないこと、GOGCWS職

員の多くが浄水場に隣接した官舎に居住しており、GOGCWS外への転職はもとより、

GOGCWS内の他の浄水場への転勤であっても住宅事情、通勤事情の劣悪なカイロにおいては
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現職から変わることは極めて困難であること等により、Ｃ／Ｐの定着度は極めて高いと思われ

る。 

 

(4) Ｃ／Ｐの日本研修について 

６名が大変有益であったと答え、１名がいくらか役にたったと答えている。良かった点とし

ては対日理解（日本の文化、日本の技術に対する理解）が進んだことをあげている一方２名

が研修内容が総花的であり、もっと専門に特化して研修にしてほしいと記述している。 

 

(5) その他良かった点、改善を要する点等のコメント 

 1) 自分が見たプロジェクトのなかでもっともすばらしく、成果のあるものであり、それに参

加できたことを誇りに思う。 

 2) 良かった点；機材、実習、日本人専門家 

 3) 理論だけでなく実習をとりいれたGOGCWSはじめての研修 

 4) 良かった点；機材、専門家。残念な点；日本のプロジェクトはデシジョンメーカーへの影

響力が弱く折角の長所が生かし切れていない。 

 5) 良かった点：機材、日本研修、短期専門家 

 6) 良かった点；日本にいけたこと。改善を要する点；日本での研修内容 

 7) 良かった点；機材、日本研修、日本人専門家 
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QUESTIONNAIRE FOR THE PROJECT PARTICIPANTS（Counter Part） 
OF 

WATER SUPPLY TECHNOLOGY IMPROVEMENT PROJECT    
 

Date:  

１. Please describe filed of your participation in this project (Management, trainer, trainee, etc., 

participated course, etc.) 

 
２. How would you evaluate the outcome of this project (particularly the result of your field) ? Please 

choose one in the following five scales and provide us your reason. 
 
 1) Excellent,  2) Good  3) Satisfactory,  4) Poor,  5) Very Poor 
 
Reason 

 
 
 
 
 
 

３. Please describe your impression of the Japanese experts in terms of instruction / research attitude, 

level and methods, etc. as well as communication capability.   
 
Reason 

 
 
 
 
 
 

４. How would you utilize your experience earned from this project in the future? Please choose one of 

the followings and check (#): 
 
□ I would like to utilize the experience in future activities at the institution I am currently 

employed: 
□ I would like to utilize the experience in other fields or other institutions. 

 

５. In addition to the above aspects, please describe your assessment of the project, for example, the 

points you evaluate positively, the points that needs improvement, and so on. 
 
 
 
 
 
 
 
 

６. If you had been invited to Japan for C/P training of this Project, please answer the followings: 
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1) Was the training undertaken in Japan useful in this project? Please choose one answer and check 
(#) 

□ Very useful 
□ Somewhat useful 
□ Not very useful 

 
 2) Please write the reason for your choice 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

＊＊＊＊＊＊＊ Thank You ＊＊＊＊＊＊＊ 
 

 

 

 



－104－

長期専門家へのアンケート長期専門家へのアンケート長期専門家へのアンケート長期専門家へのアンケート    

 

長期専門家（現在プロジェクトに従事されている方全員及び一部の既に帰国されている方に対し

投入の効率性に関するアンケートを実施し、８名より回答を入手した。結果は以下の通り満足度

に大きなばらつきがある。このばらつきは、本プロジェクトが前半サイト問題の発生により予定

された活動の実施が後半に偏ったことによるものと思われる。 

 

質 問； 

JICAの協力による投入について、以下の項目別に４段階で評価してください。該当するところに

○をつけてください。あなたの関係した分野についてお答えください。 

回答； 

１．ニーズ調査について 

1.1. 日本人専門家の投入 大変満足 満 足 どちらでもない 不満足 

1) 人数  1 1 3 

2) 分野、専門性  1 1 2 

3) 投入期間  2 2 １ 

4) タイミング  1 1 2 

5) 語学力  1 3  

1.2 エジプトC/Pの投入     

1) 人数 1 2 1  

2) 分野、専門性  2 1 2 

3) 投入期間  2 1 1 

4) タイミング  2 1 1 

5) 語学力  2 2  

 



－105－

２. 訓練コースの開発について 

2.1. 日本人専門家の投入 大変満足 満 足 どちらでもない 不満足 

1) 人数  3 １ 3 

2) 分野、専門性  2 １ 4 

3) 投入期間  3 3 2 

4) タイミング  2 3 １ 

5) 語学力  1 5  

2.2 エジプトC/Pの投入     

1) 人数 1 3 2 2 

2) 分野、専門性  4 １ 2 

3) 投入期間  4 2 １ 

4) タイミング  4 2 １ 

5) 語学力  4 3  

2.3 C/P日本研修     

1) 人数  4 ２  

2) 分野、専門性  1 2 3 

3) 期間 1 2 ３  

4) タイミング  3 ３  

 

３．教材作成において 

2.1. 日本人専門家の投入 大変満足 満足 どちらでもない 不満足 

1) 人数  2 2 4 

2) 分野、専門性  2 １ 5 

3) 投入期間  3 1 4 

4) タイミング  2 2 3 

5) 語学力  1 6  

2.2 エジプトC/Pの投入     

1) 人数  3 2 3 

2) 分野、専門性  4 １ 3 

3) 投入期間  4 2 １ 

4) タイミング  4 1 ２ 

5) 語学力  6 2  

2.3 C/P日本研修     

1) 人数  3 ４  

2) 分野、専門性  1 ２ 3 

3) 期間  5 ２  

4) タイミング  3 ３  
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４．施設・機材の整備について 

4.1. 日本人専門家の投入 大変満足 満 足 どちらでもない 不満足 

1) 人数  1 3 ３ 

2) 分野、専門性  2 3 ２ 

3) 投入期間  4 １ ２ 

4) タイミング  3  ４ 

5) 語学力  1 5  

4.2 エジプトC/Pの投入     

1) 人数  3 1 ３ 

2) 分野、専門性  4 １ ２ 

3) 投入期間  4  ２ 

4) タイミング  4  ２ 

5) 語学力  4 ２  

4.3 C/P日本研修     

1) 人数  3 １  

2) 分野、専門性  2  2 

3) 期間 1 3 １  

4) タイミング  3 ４  

4.4 機材の投入     

1) 供与機材の種類 １ 3 １ ２ 

2) 供与機材の量 １ 3 ３ １ 

3) 機材投入のタイミング  3 1 ３ 

4.5 施設の投入     

1) 施設の規模・内容  3 ２ 2 

2) 施設投入の時期  1 2 4 
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